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「書面調査による分析状況」及び「訪問調査時の確認事項」 

書面調査による分析状況 訪問調査時の確認事項 

本欄「書面調査による分析状況」は、書面調査終了時

点での分析状況を基準ごとに記述したものです。 

なお、最終的な評価結果の取りまとめは、書面調査に

よる分析状況に、訪問調査で得られた知見を加えて行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１－１－①＞ 

 高等専門学校の目的が、それぞれの学校の個性や特

色に応じて明確に定められ、その内容が、学校教育法

第 115 条に規定された、高等専門学校一般に求められ

る目的に適合するものであるか。また、学科及び専攻

科ごとの目的も明確に定められているか。 

 

当校の目的は、「本校は、教育基本法の精神にのっと

り、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教授

し、職業に必要な能力を育成することを目的とする」

と学則に定められている。この目的を達成するために、

本欄「訪問調査時の確認事項」は、書面調査終了時点

で確認できなかった事項を、基準ごとの分析状況に対応

させて示したものです。 

◎印の付いた確認事項は、対象校による補足説明を要

するものであり、当該確認事項の下に説明を簡潔に記述

してください。また、説明に際して根拠資料・データ等

が必要な場合は、併せて掲載するか別途用意してくださ

い。なお、訪問調査当日の「学校関係者（責任者）との

面談」の際に訪問調査担当委員からさらに詳細な説明を

求められる場合もありますが、その際には口頭で説明し

てください。 

○印の付いた確認事項は、根拠資料・データ等の確認

を要するものであり、当該確認事項の下に掲載するか別

添としてください。ただし、量の多いものや外部に持ち

出すことが望ましくないもの等、回答に掲載（添付）す

ることが困難なものについては、訪問調査当日、評価部

会打合せ室に用意してください。 

また、「書面調査による分析状況」の内容について、

事実誤認等のご意見がある場合は、理由とともに本欄

に記述してください。なお、記述が多くなる場合は、

別様で作成（様式任意）してください。 

青字 → 回答又は分析状況に対する意見 

赤字 → 別冊の参照ページ 

黄色マーカー → 訪問調査時提示資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 学習・教育目標について、専攻科課程とは異なる

内容で準学士課程の学生が卒業（修了）時に身に付

ける学力や資質・能力、養成しようとする人材像等

の内容が明確に定められているか、資料をもとに補
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「学生自らすすんで実践することによって、学問的、

技術的力量を身につけ、徳性を養い、将来、創造力の

ある風格の高い人間・技術者として国際社会を主体的

に生きることを目指させる」を教育方針とし、その実

現のために全ての教育研究活動のプログラムが構成さ

れている。上記の教育方針に基づき、準学士課程及び

専攻科課程に共通な学習・教育目標として、「基本的人

格と社会的責任（技術者倫理）」、「基礎的技術の修得と

専門的技術の活用（技術者知識）」、及び「豊かな創造

力と行動力（技術者能力）」の達成すべき３つの能力が

掲げられている。準学士課程では、各学科の特色を明

確にした学科ごとの教育目的が学則に定められてい

る。 

専攻科課程の目的についても、「専攻科は、高等専門

学校における教育の基礎の上に、更に精深な程度にお

いて、特別の事項を教授し、その研究を指導すること

を目的とする」と学則で定めている。また、その教育

目的を「高等専門学校などの高等教育機関において、

工学の基礎と実践的技術を修得した者に対して、さら

に２年間の高度で専門的な技術・学問を教授すること

によって、実践的かつ創造的な研究開発能力を持つ高

度な技術者を育成すること」と明確に定めている。そ

の上で、専攻ごとに具体的な教育目的が学則に定めら

れ、それらを達成するために教育方針も専攻ごとに専

攻科学生の手引に示されている。また、専攻別に具体

的な学習・教育目標を設定し、ウェブサイトで公表し

ている。 

これらのことから、目的が、それぞれの学校の個性

や特色に応じて明確に定められ、その内容が、学校教

育法第 115 条に規定された、高等専門学校一般に求め

られる目的に適合するものであり、また、学科及び専

攻科ごとの目的も明確に定められていると思われる

が、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

足説明願いたい。 

【回答】 

学習・教育目標は、準学士課程と専攻科課程は同

じであり、その学習・教育目標の到達レベルの違い

により、それぞれの課程の学力や資質・能力、養成

しようとする人物像等を明確に定めている。準学士

課程の教育目的において、工学の基礎と実践的技術

を修得することとし、専攻科課程の教育目的におい

て、高度で専門的な技術・学問を教授することによ

って、実践的かつ創造的な研究開発能力を持つ高度

な技術者を育成することとしている。 

 

◎ 専攻科課程の教育目標（資料１－１－①－５）を

「明確に定めている」とあるが、どのような規程に

定められているのか、資料をもとに補足説明願いた

い。 

 【回答】 

学則第47条に「専攻科は、高等専門学校における

教育の基礎の上に、更に精深な程度において、特別

の事項を教授し、その研究を指導することを目的と

する。」と定められている。また第48条では各専攻

ごとの具体的な教育目的が定められている（資料１

－１－①－６）。「専攻科学生の手引き」に掲げて

いる専攻科の教育目的（資料１－１－①－５）はこ

れらを総合して具体的かつ簡潔に専攻科の教育目的

を表現したものである。 

 

◎ ７年一貫教育で達成すべき学習教育目標に対する

５年で卒業予定の大部分の学科生の認識について、

学校として把握しているか、補足説明願いたい。 

【回答】 

  学校として、学習到達度評価アンケート集計結果

(資料６－１－④－２)および準学士課程卒業生対象

のアンケート集計結果(資料６－１－⑤－１)をもと

に把握している。 

 

＜１－２－①＞ 

 目的が、学校の構成員（教職員及び学生）に周知さ

れているか。 
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当校の教育方針及び教育目的が記載された学生便覧

と専攻科学生の手引は、毎年度当初に開かれる教員会

において全教員にも配付し、目的の周知が図られてい

る。新任教員には採用時の新任教員ガイダンスにおい

て当校の教育目的の説明が行われている。また、毎年

度当初に開かれる第１回の教員会においては校長から

の挨拶により教育方針の確認が行われている。 

全学科生に対しては学生便覧が配付され、担任を通

じて教育目的の説明が行われている。また、全学科生

が出席する年度当初の始業式において、校長及び教務

主事が教育方針について説明を行っている。学生便覧

は冊子として配付されているだけでなく、全学生及び

全教員に貸与されている携帯情報端末からも簡単に閲

覧できるようになっており、学生が当校の教育目的を

確認するための利便性が図られている。専攻科学生に

は専攻科学生の手引を配付し目的の周知を図ったう

え、毎年度当初に行われる全専攻科生オリエンテーシ

ョンにおいて、校長及び専攻科長が教育方針、専攻科

課程の教育目的の説明を行っている。 

これらのことから、目的が、学校の構成員に周知さ

れていると思われるが、訪問調査後に最終的に判断す

る。 

 

○ 学校構成員（教職員及び学生）に対する周知状況

を示すアンケート結果等の資料を提示願いたい。 

【回答】 

（訪問調査時提示資料） 

 ・教育目的の周知状況調査アンケート結果 

 

○ 携帯情報端末上の学生便覧へのアクセス状況を示

す資料を提示願いたい。  

【回答】 

  現在のサーバシステムでは、学生が携帯情報端末

上の学生便覧にアクセスした状況は把握できない。

 

＜１－２－②＞ 

 目的が、社会に広く公表されているか。  

 

教育方針と準学士課程及び専攻科課程の教育目的は

ウェブサイトにて広く社会に公表している。印刷物と

しては、学校要覧に教育方針を掲載し、高等専門学校、

大学、高知県内自治体、高知県内中学校等の関係機関

へ配布しているほか、当校で開催される参与会・後援

会・保護者会・公開講座・体験入学の参加者へも配布

されている。中学生向け学校紹介パンフレット「高知

高専 School Guide2013」には当校の教育方針・目的と

各学科の教育目的が示されており、高知県内外の中学

校及び主な学習塾に配布している。また、当校教員に

よる中学校を訪問しての学校紹介の際に参加した中学

生、保護者に配布している。専攻科課程についても、

毎年度案内用のパンフレットを印刷し、各方面に配布

している。さらに、当校の教育目的は入学者募集要項、

 

 

 

○ 進学先、就職先への目的の公表状況を示す資料（配

布先リスト等）を提示願いたい。 

【回答】 

（追加資料１－２－② 【別冊ｐ．１】） 

・高知工業高等専門学校 学校要覧配布先一覧 
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専攻科募集要項にも記載し、受験生に公表している。 

これらのことから、目的が、社会に広く公表されて

いると思われるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

【優れた点】 

（訪問調査後、確定する。） 

 

【改善を要する点】 

（訪問調査後、確定する。） 
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書面調査による分析状況 訪問調査時の確認事項 

＜２－１－①＞ 

 学科の構成が、教育の目的を達成する上で適切なも

のとなっているか。 

 

当校は、機械工学科、電気情報工学科、物質工学科、

及び環境都市デザイン工学科の４学科より構成され、

それぞれの学科は、学校の教育の目的を達成するため

に、以下に示す人材育成に関する教育目的を学則で定

めている。 

機械工学科は、「機械の構成、材料、加工、力学及び

制御に関する機械工学の知識と技術を教授し、機械シ

ステムの計画、設計、生産で必要とされる実践的な能

力を育成する。」と定めている。 

電気情報工学科は、「電気、電子、情報及び通信に関

する電気工学の知識と技術を教授し、エネルギー、エ

レクトロニクス、インフォメーション・コミュニケー

ションテクノロジーで必要とされる実践的な能力を育

成する。」と定めている。 

物質工学科は、「化学、生物、化学工学、環境及び情

報に関する物質工学の知識と技術を教授し、工業薬品、

材料化学、バイオテクノロジー、プロセス工学、及び

環境化学の分野に於ける開発・生産・製造・管理で必

要とされる実践的な能力を育成する。」と定めている。

環境都市デザイン工学科は、「公共施設、建築物や構

造物などの土木・建築に関する建設工学の知識と技術

を教授し、環境や防災に配慮した計画・設計・施工・

管理で必要とされる実践的な能力を育成する。」と定め

ている。 

このうち電気情報工学科は、電気工学科より、環境

都市デザイン工学科は建設システム工学科より平成 21

年４月に名称変更され、教育内容をよりわかりやすく

表現した学科名に改められた。これらの学科名の変更

は、現代社会の要請に即応するかたちで職業能力の育

成を図って実施された。 

当校総合科学科の教員によって基礎的な学芸の教授

が行われており、その基礎の上に上記４学科で専門的

学芸の教授と職業能力の育成が図られていることか

ら、当校の学科構成は教育の目的を達成する上で適切
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なものとなっている。 

これらのことから、学科の構成が、教育の目的を達

成する上で適切なものとなっていると判断する。 

 

＜２－１－②＞ 

 専攻科を設置している場合には、専攻科の構成が、

教育の目的を達成する上で適切なものとなっている

か。 

 

専攻科課程は、機械・電気工学専攻、物質工学専攻、

及び建設工学専攻の３つの専攻より構成され、それぞ

れの専攻は、専攻科の教育の目的を達成するために、

以下に示す実践的かつ創造的な研究・開発能力を育成

に関する教育目的を学則で定めている 

機械・電気工学専攻は、「高専本科の機械工学科及び

電気情報工学科のカリキュラムの上に立って、エネル

ギーや環境及び情報・制御技術に関わる基礎及び専門

科目を教授し、ロボットや新エネルギー開発、環境機

器や情報機器の開発など、日本の産業の基幹となる機

械・電気融合分野で必要とされる実践的克つ創造的な

研究・開発能力を育成する。」と定めている。 

物質工学専攻は、「高専本科の物質工学科のカリキ

ュラムの上に立って、化学やバイオ技術ならびに環境

技術に関する基礎及び専門科目を教授し、新素材や機

能性材料の創製、微生物を利用した有用物質の生産、

環境対策等で必要とされる実践的かつ創造的な研究・

開発能力を育成する。」と定めている。 

建設工学専攻は、「高専本科の環境都市デザイン工

学科のカリキュラムの上に立って、社会・環境・構造

物を総合的にデザインする学問を教授し、地震・台風

などの自然災害から人々の暮らしを守る社会基盤整備

に置いて必要とされる実践的かつ創造的な研究・開発

能力を育成する。」と定めている。 

当校専攻科の構成は当校の目的並びに「高等専門学

校における教育の基礎の上に、更に精深な程度におい

て，特別の事項を教授し、その研究を指導すること」

という当校専攻科の目的を達成する上で適切なもので

ある。 

これらのことから、専攻科の構成が、教育の目的を

達成する上で適切なものとなっていると判断する。 
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＜２－１－③＞ 

全学的なセンター等を設置している場合には、それ

らが教育の目的を達成する上で適切なものとなってい

るか。 

 

当校には全学的な組織として、地域連携センター、

情報処理センター、教育研究支援センターが設置され

ている。 

地域連携センターは、地域との連携を密とし、当校

の有する人的・物的資源を有効に活用することにより、

地域の活性化や産業振興に寄与するための拠点、出前

事業や企業における人材育成事業など地域における教

育支援の実践や、独立行政法人国立高等専門学校機構

以外の者との共同研究等の実施による技術力の向上な

ど、地域文化の向上に資することを目的として設置さ

れている。近年、株式会社高知銀行との連携協力協定

や地元南国市との連携協力協定を締結し、シーズ発表

会や連携公開講座「こども金融・科学教室」の開催、

出前授業や教養講座、夏休みこども教室等を実施して

いる。 

情報処理センターは、当校における教育、研究及び

事務に係る情報化及びその基盤となる設備等の整備及

び提供を推進することを目的として設置されており、

センター長、副センター長、センター員によって構成

されている。当センターには、専門の事項について審

議するために、上記の構成員のほか、総務課長、各学

科代表教員各１人、センター長が必要と認める者若干

名からなる「情報処理センター運営委員会」が置かれ

ており、学内ＬＡＮの総括的運用及び管理に関するこ

と、パソコン等機器の保守管理に関すること、情報処

理システムの導入及び開発に関すること、情報機器等

の選定に関すること、情報処理センター及びパソコン

室の管理運営に関すること、携帯情報端末の活用に関

すること等について審議し、当該の実務に当たってい

る。情報携帯端末の活用については、教育ＧＰワーキ

ンググループで検討した結果を運営委員会で審議し、

授業における小テスト・アンケートへの利用や英単語

学習支援ソフトによる英単語力向上といった取組みを

行っている。 

 

 

 

 

 

◎ 全学的なセンター等が、学校が掲げたどの教育目

的に対応しているのか、自己評価書中で取り上げて

いるセンターごとに、具体的に補足説明願いたい。

【回答】 

地域連携センターでは、連携事業における学生の

参加を支援している。具体的には、共同研究や出前

授業を行うにあたり、積極的に学生を作業補助とし

て参加させ、社会的協力、知識の伝達などを学ばせ

ている。これは、本校の目的である「職業に必要な

能力を育成すること」のみならず、教育目標の「基

本的人格と社会的責任（技術者倫理）」、「豊かな創造

力と行動力（技術者能力）」に対応している。 

情報処理センターでは、演習、卒業研究などにお

いて、学生が情報処理センターおよびパソコン室を

活用できるように支援している。また携帯情報端末

を用いて自主学習の質向上に貢献している。これは、

本校の目的である「職業に必要な能力を育成するこ

と」、および教育目標の「基礎的技術の修得と専門的

技術の活用（技術者知識）」に対応している。 

教育研究支援センターでは、学生の実験・実習、

卒業研究などの支援および教員の教育支援を行って

いる。これは、「深く専門の学芸を教授し、職業に必

要な能力を育成すること」、および教育目標の「基礎

的技術の修得と専門的技術の活用（技術者知識）」に

対応している。 

 

◎ 地域連携センターの活動の成果がどのように学生

の通常の教育に反映されているか、教育の目的を達

成する上での適切性という点に留意して補足説明願

いたい。  

【回答】 

地域連携センターが締結した共同研究、受託研究

が学生の通常の教育(卒業研究、特別研究、特別実験

等)に反映されている。学生は、社会のニーズを知り、
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教育研究支援センターは、当校の技術支援業務に関

する人的・物的資源を有効に活用することにより、技

術に関する専門的業務を組織的かつ効率的に処理する

とともに、センター所属職員の能力及び資質の向上を

図り、学生に対する実験・実習、卒業研究などの支援、

教員の教育研究への支援、地域への技術支援など、当

校の教育研究支援体制の向上に資することを目的とし

て設置されている。上記の業務を遂行するため、技術

長が技術班を統括し、業務別に第一技術班及び第二技

術班を置いている。第一技術班は、主として機械系の

実習、実験、卒業研究に関する業務を、第二技術班は、

主として電気情報、物質、環境都市デザイン系の実習、

実験、卒業研究に関する業務を行っている。また他学

科への技術支援の積極的に行っており、効果的な運用

が図られている。 

これらのことから、各センターが、教育の目的を達

成する上で適切なものとなっていると思われるが、訪

問調査後に最終的に判断する。 

 

最先端の技術を体験することができる。これにより

「深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育

成する」という目的を達成する上で適切なものにな

っている。(例えば、資料９－１－⑤－１、資料９－

１－⑤－２および資料５－６－①－５の小学連携も

のづくり教育を参照) 

 

◎ 平成21年度大学教育・学生支援推進事業大学教育

推進プロジェクト「自己成長力を加速する次世代Ｉ

ＣＴ活用教育」において、情報処理センターが教育

上の成果を上げていることがあれば、詳細かつ具体

的に補足説明願いたい。  

【回答】 

本校のプロジェクトで開発された携帯情報端末用

の英単語力増進アプリを使うことにより、全校学生

の単語力向上につながった。同アプリの開発には、

学生も携わっており、その点からも学生の能力向上

に貢献している。 

また、モバイル英語学習サイトを構築したり、携

帯情報端末を授業に積極的に使用したりすること

で、学生の学習効果を上げている。  

（訪問調査時提示資料） 

 ・大学教育推進プログラム事業報告書 

 

＜２－２－①＞ 

教育活動を有効に展開するための検討・運営体制が

整備され、教育活動等に係る重要事項を審議する等の

必要な活動が行われているか。 

 

当校には、教育課程全体を企画調整し、教育課程を

有効に展開するための組織として、教務委員会が置か

れている。当委員会は、教育課程の編成及び実施に関

すること、学業の履修及び成績に関すること、指導要

録に関すること、入学・転科・休学・退学・転学・留

学及び卒業に関すること、校外実習及び見学旅行に関

すること、学校行事を総括調整すること等、教育を円

滑に遂行するために必要な事項を審議している。また、

教育課程全体を長期的な視点から企画するために、教

務委員会のもとに適宜、カリキュラム検討委員会が置

かれて、当該事項に関して検討が行われている。 

 

 

 

 

 

◎ 教務委員会の１年間の審議回数を提示願いたい。

【回答】 

過去３年間における教務委員会の１年間の審議回

数は、以下の通りである。 

 平成21年度：20回 

 平成22年度：18回 

 平成23年度：19回 

 平成24年度：8回（平成24年9月現在） 
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これらのことから、教育活動を有効に展開するため

の検討・運営体制が整備され、教育活動等に係る重要

事項を審議する等の必要な活動が行われていると思わ

れるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

＜２－２－②＞ 

一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が、

機能的に行われているか。 

 

一般科目担当教員と専門科目担当教員との連携は、

特に「物理」と「応用物理」、「数学」と「応用数学」

との間等で行われている。機械工学科３年次生の必須

科目である「応用物理Ａ」では、一般科目物理担当教

員と、専門科目応用物理担当教員の連携のもと、実践

的な授業が行われている。また、当該教員間では随時

会合がもたれ、授業内容等が審議されている。 

他の科目についても必要に応じて、一般科目担当教

員と専門科目担当教員間の連携が行われている。 

これらのことから、一般科目及び専門科目を担当す

る教員間の連携が、機能的に行われていると思われる

が、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

 

 

 

 

◎ 「物理」と「応用物理」、「数学」と「応用数学」

の授業の内容や進度について、どのように一般科目

担当教員と専門科目担当教員が連携したのか、具体

的に補足説明願いたい。  

【回答】 

１～４年生の「物理」と「応用物理」を学科別一貫

教育ととらえ、シラバスは３名（一般科目担当教員１

名、専門科目担当教員２名）の合意で作成している。

その上で、２年の物理と３年の応用物理の授業を相互

乗り入れで実施している。物理演習（１年，２年）物

理学演習（４年，５年）も協力して運営している。 

１～３年生の「数学」と４年生の「応用数学」の担

当教員間では、進度調整を行い、基礎的数学知識を専

門課程で活かせるよう努めている。また、３年生の「数

学演習」を専門科目担当教員が、５年生の「数学特論」

を一般科目担当教員がそれぞれ担当し、相互乗り入れ

を行っている。 

 

◎ 「物理」と「応用物理」、「数学」と「応用数学」

以外の他の科目についても必要に応じて一般科目担

当教員と専門科目担当教員間の連携が行われている

ことについて、授業の内容や進度について、どのよ

うに連携したのか、具体的に補足説明願いたい。 

【回答】 

総合科学科の化学担当教員と物質工学科の教員間

で、教科書の選定、進度などにおいて連携している。

また、機械工学科および電気情報工学科の１年生の

科目である「創造設計基礎」では、総合科学科の教員

と協力し、地域（南国市）の偉人、細川半蔵（江戸時

代末期の技術者）の偉業から技術者倫理を学ばせると

いう融合的授業も行っている。 
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＜２－２－③＞ 

 教員の教育活動を円滑に実施するための支援体制が

機能しているか。 

 

学科長及び専攻科長、専攻主任は、それぞれ当該学

科ないし当該専攻の運営に当たって所属各教員の教育

活動を支援している。各学年に置かれた学年主任は学

級担任と連携して、当該学年の教育活動の支援に当た

っている。また、当校では、学級担任を支援する体制

として副担任制をとっている。１、２年次の担任は総

合科学科の教員、副担任は専門学科の教員が担当して

おり、専門学科の事項については副担任から連絡され

ている。５年次の進路指導担任は、学生に対する進路

指導を支援することになっている。 

各学科においては定期的に学科会議が開かれてお

り、これは所属各教員の教育活動を学科全体として支

援する体制である。さらに、学生生活に関する事項を

審議する学生生活委員会は、年度当初に「学生生活関

係留意事項」及び「課外活動指導のしおり」というパ

ンフレットを全教員に配付するなどして、教員の教育

活動支援にも尽力している。 

これらのことから、教員の教育活動を円滑に実施す

るための支援体制が機能していると思われるが、訪問

調査後に最終的に判断する。 

 

 

◎ 新任教員への支援体制について説明願いたい。 

【回答】 

着任時に新任教職員ガイダンスを行い、本校各業務

の把握を支援している。また、着任以前に授業経験が

３年未満である教員を対象に、新任教員FD研修を行っ

ている。そのほか、学科長および教科主任が常時支援

にあたっている。(資料９－２－①－１：新任教員のFD

研修参照) 

（追加資料２－２－③【別冊p.６ 】） 

・平成24年度新任教職員ガイダンスの実施について 

・新任教員FD研修の実施要項 

 

【優れた点】 

（訪問調査後、確定する。） 

 

【改善を要する点】 

（訪問調査後、確定する。） 
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書面調査による分析状況 訪問調査時の確認事項 

＜３－１－①＞ 

 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教

員が適切に配置されているか。 

 

一般科目を担当する総合科学科所属の専任教員数

は、高等専門学校設置基準を満たす19人で構成され、

その他、嘱託教授１人を配置している。また、非常勤

教員数は20人で、非常勤講師雇用基準をもとに、専門

分野の見識やこれまでの経験を考慮し、選考されてい

る。 

一般科目担当教員は、担当科目と専門分野の整合性

がとれた配置がなされ、専任教員のうち、一般科目担

当教員の修士以上の学位取得率は 89％、高等学校教諭

免許取得率は 37％である。さらに、非常勤講師を含み

他高等専門学校・大学及び中学校・高等学校における

教育経験を持つ教員は現員の 70％を占め、多様な教育

経歴をもつ教員を採用し、高度な教科教育・人格形成

教育を目指している。 

教育方針に掲げる「国際社会を主体的に生きる」技

術者の育成のために、英語教育を特に重視し、英語を

母国語とする教員を採用している。また、「徳性を養

い、将来創造力のある風格高い人間・技術者」を育成

するため、芸術系科目を含む選択科目を担当する非常

勤教員を配置し幅広い教養を培うことを目指してい

る。 

これらのことから、教育の目的を達成するために必

要な一般科目担当教員が適切に配置されていると思わ

れるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

 

 

 

 

◎ 嘱託教授の勤務形態について説明願いたい。  

【回答】 

  嘱託教授は教職員再雇用規則による短時間勤務教

員として，週当たり31時間（月，火，水，木曜日：

８時30分～17時00分）勤務し、本年度前期は週当

たり12時間の授業を行っている。 

 

◎ 教育方針に掲げる「徳性を養い、将来創造力のあ

る風格高い人間・技術者」を育成するために、専任

教員ではなく、非常勤教員を配置していることにつ

いて、学校としての考え方を補足説明願いたい。 

 【回答】 

  芸術系科目を含む選択科目のうち、音楽，美術，

法学，経済学，心理学およびドイツ語について非常

勤教員を配置している。本校では様々な選択科目を

開講し、学生が自ら履修科目を選択し、教養を身に

付ける中で、教育方針に掲げる「創造力のある風格

高い人間・技術者」の育成へとつながるという観点

から、専任教員と同等に多彩な経験，高度な教育能

力，人格形成教育の出来る非常勤教員を任用してい

る。その他選択科目として開講している世界文化論，

英語特論，中国語会話および中国文化論については、

専任教員が担当している。 

 

＜３－１－②＞ 

教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科

目担当教員が適切に配置されているか。 

 

専門科目を担当する専任教員の総数は現員45人（教

授、准教授合計38人）であり、高等専門学校設置基準

で必要とされる数を上回っている。また、その他、嘱

託教授１人、非常勤教員13人を配置している。学科ご

との専門科目担当教員の専門分野は、各学科の定める

 

 

 

 

◎ 教育の目的を達成するために、非常勤教員を適切

に配置しているか補足説明願いたい。  

【回答】 

非常勤教員の配置状況は、資料３－１－②－１に

示すとおり、専門分野と担当科目との整合性は取ら



高知工業高等専門学校（基準３ 教員及び教育支援者等） 

- 12 - 

教育方針を達成するために必要な多様な教育内容に幅

広く対応できるものであり、専門分野と担当授業科目

との整合性はとれている。専任教員のうち、博士の学

位を有する者は全体の約 91％であり、深く専門の学芸

を教授している。また、採用前の経歴についてみると、

民間企業経験者は約 39％で職業に必要な能力の育成を

行っており、他大学等教育・研究機関における教育経

験者は約 39％であるなど、多彩な経験と教育能力に配

慮した人員配置となっている。 

 これらのことから、教育の目的を達成するために必

要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置されてい

ると思われるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

れている。また、高等専門学校，大学等の教育・研

究機関における教育経験者，民間企業経験者といっ

た多様な経験，教育能力を持つ非常勤教員を配置し

ている。 

 

＜３－１－③＞ 

専攻科を設置している場合には、教育の目的を達成

するために必要な専攻科の授業科目担当教員が適切に

配置されているか。 

 

専攻科課程の授業科目担当教員の専門分野は、各専

攻の学習教育目標のうち特色となる知識や技術を習得

するために必要な多様な教育内容に対し、幅広く対応

できるものとなっている。また、専攻科課程の授業科

目担当専任教員の博士の学位取得者は約 85％で精深な

程度において、特別な事項を教授しており、民間企業

経験者は 39％で実践的技術を駆使する研究開発能力、

創造力をもつ技術者の育成を行っている。また、他大

学等教育・研究機関経験者は 46％であり、多様な経験

と教育能力に配慮した人員配置となっている。 

 これらのことから、教育の目的を達成するために必

要な専攻科の授業科目担当教員が適切に配置されてい

ると判断する。 

 

 

＜３－１－④＞ 

学校の目的に応じて、教員組織の活動をより活発化

するための適切な措置が講じられているか。 

 

定年退職等による専任教員の補充は教員選考委員会

において、各科の状況に応じて、年齢構成の均衡を勘

案しつつ、若手教員を積極的に採用している。また、

平成 22、23、24 年度には女性教員を採用し、現員 68

 

 

 

 

○ 均衡ある教員年齢構成や性別構成の配慮の具体例

（採用方針、公募要項など）があれば、資料を提示

願いたい。  

【回答】 
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人の約10％の7人が女性教員となり、性別構成にも配

慮がなされている。 

多様な背景を持つ、あるいは、優れた教育力・高度

な実務能力を有する教員組織を構成するため、採用は

公募としている。教育経験・実務経験を持つ者を積極

的かつバランスを考慮し採用している。また、採用後

の専任教員在職者に対し、各学科では、内地・在外研

究の際の業務負担など教員の協力・支援によって、在

職者の積極的な学位取得を奨励している。 

教育方針に掲げる「国際社会を主体的に生きる」技

術者育成のため英語教育を重視し、平成12年度後期か

ら現在に至るまで英語を母国語とする外国人教員を採

用している。 

当校では平成14年度に「ベストティーチャー賞」と

称する優秀教員顕彰制度を導入している。平成15年度

に個人評価委員会が設置され、各教員の自己評価を行

うとともに、教職員表彰規則に基づき、顕著な功績を

挙げた者を表彰している。 

これらのことから、学校の目的に応じて、教員組織

の活動をより活発化するための適切な措置が講じられ

ていると思われるが、訪問調査後に最終的に判断する。

 

  採用方針については教員人事委員会規則第７条

(資料３－２－②－１)、公募要項については教員募

集要項例(資料３－２－②－６の 12．その他)を参照

されたい。 

（訪問調査時提示資料） 

 ・平成24年度教員人員枠現員表 

・定年一覧 

 

＜３－２－①＞ 

全教員の教育活動に対して、学校による定期的な評

価が行われているか。また、その結果把握された事項

に対して教員組織の見直し等、適切な取組がなされて

いるか。 

 

教員個人の教育研究活動等の評価（以下「個人評価」

という）について、適切な個人評価を行うため、個人

評価委員会を置き、全教員の教育活動に対する定期的

な評価を毎年度実施している。個人評価は、教育・研

究・地域振興・管理運営面の活動、自己目標と達成状

況、学生による授業評価及び教員による相互評価に基

づいて、教育活動全般に関する評価を個人評価委員会

が行っている。 

個人評価委員会は、評価資料として、毎年度当初に

全教員に対し「教育研究活動に係る自己申告書」、「自

己目標と達成状況」の提出を求めている。報告された

結果に対して、個人評価委員会において推薦条件を踏

 

 

 

 

 

 

◎ 個人評価委員会では、どのように評価を行ってい

るのか、資料をもとに具体的に補足説明願いたい。

【回答】 

  資料３－２－①－１に示すとおり、個人評価は原

則として、各教員の自己申告によるものとし、あら

かじめ明示された評価項目，各項目の事項，配点に

より評価を行うものとする。教員による自己評価(資

料３－２－①－２)の結果は点数化され、また学生に

よる教員評価および教員による相互評価は投票によ

り行われ、その得票数を集計して順位を決定し、そ

の資料を参考に個人評価委員会で総合的に判断して

いる。 



高知工業高等専門学校（基準３ 教員及び教育支援者等） 

- 14 - 

まえ審議を行い、候補者を選考し国立高等専門学校教

員顕彰候補者として推薦している。 

学生による授業評価アンケートは、独自に開発した

ウェブサイトを用いて教育改善推進委員会と教務委員

会により毎年度前・後期各一回実施され、調査結果と

その集計･分析及び各教員のコメントを取りまとめ、報

告書を発行し公開している。また、その結果は非常勤

教員を含む全教員･学生に迅速に開示し、個人評価委員

会及び関係委員会に報告されている。 

これらのことから、全教員の教育活動に対して、学

校による定期的な評価が行われており、また、その結

果把握された事項に対して、適切な取組がなされてい

ると思われるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

（追加資料３－２－①【別冊p．11 】） 

・学生による教員評価 

・教員による相互評価 

 

◎ 国立高等専門学校教員顕彰候補者の推薦以外で、

評価の結果、把握された問題点に対して教員組織の

見直し等、適切な見直しが行われているか、資料を

もとに補足説明願いたい。  

【回答】 

 国立高等専門学校教員顕彰候補者の推薦以外では、

全教員の教育活動に対する評価結果をもとに、教員組

織の見直し等を検討しているが、具体的に実施した実

績はない。 

 

○ 学生による授業評価アンケートの報告書を提示願

いたい。（訪問調査時）  

【回答】 

（訪問調査時提示資料） 

・授業評価アンケート報告書（平成21年度～23年度）

 

＜３－２－②＞ 

教員の採用や昇格等に関する基準や規定が明確に定

められ、適切に運用がなされているか。 

 

教員の採用や昇格等に関する規定は、教員人事委員

会規則及び教員選考規則に定められている。専任教員

は教員選考基準により、非常勤教員は非常勤講師雇用

基準により選考される。 

教員の採用は、教員人事委員会を経て、教員選考委

員会において、教員募集要項を作成し公募により行う。

選考に当たっては、履歴書、研究業績リスト、主要論

文、高等専門学校での教育並びに研究に対する抱負に

より、研修歴、教育研究上の業績を検討するなどの書

類審査によって候補者を選考し、さらに面接及び模擬

授業を実施することによって教育上の能力、研究上の

能力、人物などについて総合的に判断し、適任者を決

定している。 

教員の昇格は、教員人事委員会を経て、教員選考委

員会において、教員昇任関係選考調書によって、主事

補佐、委員、部活動顧問、研修歴、教育研究上の業績

 

◎ 教員人事委員会規則第７条により、「人事委員会

が必要と認めたときは、昇任の方法により本校の教

員をもって採用を行うべき職に充てることができ

る」とされているが、自己評価書本文中の記述では、

公募の場合と昇任の場合で提出書類や選考方法に違

いがみられる。教員の昇格に関する基準や規定が明

確に定められ適切に運用されているか、資料をもと

に補足説明願いたい。 

【回答】 

昇任の方法により、本校の教員をもって採用する

場合は、教員選考基準(資料３－２－②－３)に基づ

いて、教員の個人調書と教員昇任関係選考調書、面

接により適切に選考を行っている。 

（追加資料３－２－②【別冊p．13 】） 

・教員の個人調書 

・教員昇任関係選考調書 

（訪問調査時提示資料） 

・教員選考委員会議事要録 
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などについて昇任資格を確認し、面接試験により決定

している。 

非常勤教員の採用は、非常勤講師雇用基準により、

毎年度末の開講計画時に、各学科長が候補者を推薦し、

教務主事との合意の下、教務委員会で審議している。

その審議結果を校長に報告し、校長は運営会議に報告

している。新規採用の場合には、事前に校長が面接を

行っている。 

これらのことから、教員の採用や昇格等に関する基

準や規定が明確に定められ、適切に運用がなされてい

ると思われるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

○ 過去５年程度の採用・昇格の実績一覧を提示願い

たい。（訪問調査時）  

【回答】 

（訪問調査時提示資料） 

・教員採用，昇任一覧 

 

＜３－３－①＞ 

学校における教育活動を展開するに必要な事務職

員、技術職員等の教育支援者等が適切に配置されてい

るか。 

 

当校の事務組織は、庶務、会計に係る事務を担当す

る総務課と、教務に係る事務を担当する学生課から構

成される。特に学生課では教育課程の編成及び授業に

関すること等の教務的な事務は教務係が行い、学生の

課外活動及び福利厚生に関する業務等は修学支援係

が、また、学生寮における事務は生活支援係が担当し

て、教員及び学生に対して教育支援を行っている。図

書・情報係は総務課に所属し、事務・教育支援を行っ

ている。 

学生の実験、実習、卒業研究などの支援、教員の教

育研究への支援、地域への技術支援等については教育

研究支援センター所属の技術職員（機械工学科４人、

電気情報工学科２人、物質工学科２人、環境都市デザ

イン工学科１人、情報処理センター１人）が担当して

いる。 

これらのことから、学校における教育活動を展開す

るに必要な事務職員、技術職員等の教育支援者等が適

切に配置されていると思われるが、訪問調査後に最終

的に判断する。 

 

 

 

 

 

 

◎ 図書館における司書等の専門的な知識を有する職

員の配置状況について説明願いたい。  

【回答】 

図書・情報係は２名であり、総務課に所属し、事

務・教育支援を行っている。図書・情報係の１名は、

司書資格を有している。 

 

【優れた点】 

（訪問調査後、確定する。） 
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【改善を要する点】 

（訪問調査後、確定する。） 
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書面調査による分析状況 訪問調査時の確認事項 

＜４－１－①＞ 

教育の目的に沿って、求める学生像及び入学者選抜

の基本方針等の入学者受入方針（アドミッション・ポ

リシー）が明確に定められ、学校の教職員に周知され

ているか。また、将来の学生を含め社会に理解されや

すい形で公表されているか。 

 

準学士課程の教育方針は、「学生自らすすんで実践

することによって、学問的、技術的力量を身につけ、

徳性を養い、将来、創造力のある風格の高い人間・技

術者として国際社会を主体的に生きることを目指させ

る。」である。この教育方針に基づいた教育プログラム

の学習・教育目標が達成可能な資質を有する学生を厳

格に選抜するためのアドミッション・ポリシーを以下

のとおり明確に定め、学生募集要項で公表している。 

高知高専本科は、「感性豊かで学習意欲のある人」の中

で、  

・技術者への夢を抱いている人  

・情熱と好奇心を持って取り組んでいける人  

・協調性があり自ら進んで実践できる人  

・地域社会に貢献したいという志を持っている人  

・世界を舞台に活躍したいというチャレンジ精神のあ

る人  

たちが集い、若いときから工学や技術に取り組み、心

の豊かな人となってくれることを望みます。 

 中学校で、「数学」や「理科」が好きな人、「技術・

家庭」が得意な人、クラブ活動や生徒会活動で活躍し

たりボランティア活動に積極的に参加した人などを歓

迎します。 

［機械工学科］ 

機械工学科では，自動車やロボット、ＩＣなどマクロ

からミクロまで大小さまざまな「モノ」づくりのため

の幅広い勉強をします。このため、本学科では次のよ

うな人たちの入学を歓迎します。  

・エネルギー・材料・情報など機械の広い分野に関心

があり、自ら挑戦できる人  

・「モノ」づくりや「からくり」などに興味があり、好

奇心の旺盛な人  

 

 

 

 

 

 

 

◎ 編入学生選抜に対するアドミッション・ポリシー

が定められているか、資料をもとに補足説明願いた

い。  

【回答】 

 （追加資料４－１－①【別冊p．16 】） 

・編入学生募集要項 入学案内 

 

◎ 中学生にアドミッション・ポリシーをわかりやす

く伝える工夫等を行っていれば、補足説明願いたい。

【回答】 

  学校紹介時や体験入学の説明におけるパワーポイ

ント等で理解を深めてもらうようにわかりやすく伝

える工夫している。 

（訪問調査時提示資料） 

・Enjoy高専 

 

○ 教職員や学生のアドミッション・ポリシーの周知

状況を示すアンケート結果等の資料のがあれば、提

示を願いたい。  

【回答】 

周知状況アンケートは取っていない。 
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・向上心があり、グローバルな視点に立って人々の豊

かな生活創りに貢献したいと思っている人 

［電気情報工学科］ 

電気情報工学科では、数学や物理などの基礎科目の上

に立って、エネルギー・電子・情報・通信など電気に

関わる広い分野の勉強をします。このため、本学科で

は次のような人たちの入学を歓迎します。  

・電気に関わる分野に関心を持っている人  

・「モノ」づくりや新しいことへの挑戦が好きで、好奇

心旺盛な人  

・目標を達成するために自らの力を信じて地道に頑張

ることができる人 

［物質工学科］ 

物質工学科では、化学材料・遺伝子・環境・情報など

の幅広い分野の基礎科目を勉強します。このため、本

学科では次のような人たちの入学を歓迎します。  

・化学や生物に関する技術者になりたいという夢を持

っている人  

・自然現象に興味を持ち、もっと詳しく勉強したいと

思っている人  

・科学や自然環境に関心があり、協調性のある人 

［環境都市デザイン工学科］ 

環境都市デザイン工学科では、環境・防災・建築など

の科目を含んだ幅広い専門分野の基礎科目を勉強しま

す。このため、次のような人たちの入学を歓迎します。 

・建設・建築技術を通じて、地域社会の発展に貢献し

たいと思う人  

・災害に強いまちづくりに興味を持っている人  

・自然と調和した建設・建築構造物に興味を持ってい

る人 

準学士課程入学者選抜方法の概略は、「高知高専

School Guide」及び当校のウェブサイトでも公開して

いる。選抜方法の詳細は、学生募集要項により入学志

願者等に公表している。また、編入学者選抜について

は編入学学生募集要項で公表し、選抜方法の実施につ

いては、編入学者選抜実施要領に明記している。 

専攻科課程では、その教育目的「高等専門学校など

の高等教育機関において、工学の基礎と実践的技術を

修得した者に対して、さらに２年間の高度で専門的な

技術・学問を教授することによって、実践的かつ創造
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的な研究開発能力を持つ高度な技術者を育成するこ

と。」並びに教育方針、「①実践的技術を駆使する研究

開発能力、創造能力をもつ技術者の育成、②広い視野

を持ち、国際性に優れ、協調性と指導力のある風格の

高い人間・技術者の養成」に基づく教育プログラムの

学習・教育目標が達成可能な資質を有する学生を厳格

に選抜することを基本方針とし、専攻科課程のアドミ

ッション・ポリシーを以下のとおり明確に定めている。

 高知高専専攻科は、グローバルな視野で、協調性と

指導力を発揮しつつ、実践的かつ創造的な研究開発を

推進する能力を持った技術者を育成することを目指し

ています。このため、本専攻科では次のような方に入

学して欲しいと考えています。 

 ・工学の基本を実践的に修得した人 

 ・個人として、より高い可能性に挑戦しようとする

人 

 ・新しい技術の担い手として、豊かな人間社会の発

展に貢献したいという熱意のある人 

 なお、本科の学習成果をさらにパワーアップしたい

と考えている人はもとより、実社会で活躍しながらキ

ャリアアップを考えている人、生涯学習の一環として

人生の一層の充実を図りたいと考えている人なども歓

迎します。 

［機械・電気工学専攻］ 

 機械・電気工学専攻では、 

 ・機械または電気の専門的基礎力を有し、「モノ」作

りに対する情熱を持っている人 

 ・幅広い教養と、機械あるいは電気の学理をさらに

探求したいと志している人 

 ・機械と電気の両分野にまたがる学際領域の技術の

創造および活用を目指している人 

を求めています。 

［物質工学専攻］ 

 物質工学鉛鉱では、 

 ・化学や生物に関する基礎と実践的技術の基本を修

得した人 

 ・人間と自然環境との調和・共生に積極的に取り組

める人 

 ・自然現象の理解や解明に好奇心と意欲を持ってい

る人 
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を求めています。 

［建設工学専攻］ 

 建設工学専攻では、 

 ・建設に関する構造力学、地盤工学、水理学、建設

材料学、などの基礎を修得している人 

 ・建設に関する測量、設計製図などの実践的技術の

基本を修得している人 

 ・自然と共生し、豊かで安全な社会の建設に熱意を

持っている人 

を求めています。 

専攻科課程の選抜方法及びアドミッション・ポリシ

ーは、専攻科学生募集要項で公表している。専攻科課

程の学生の募集に当たっては、当校準学士課程及びそ

れと同等な他の高等専門学校の卒業見込学生、さらに

はその他の卒業生や社会人を対象として広く志願者を

募っている。専攻科課程の入学者選抜の概略は、専攻

科パンフレットとウェブサイトの中で公開している。

また、選抜方法の詳細は、専攻科学生募集要項により

公表している。一方、専攻科課程の学生の選抜に当た

っては、当校の４、５年次生に対する進路指導の一つ

として、専攻科課程の教育方針や意義を折に触れて説

明するほか、専攻科パンフレットを全国の高等専門学

校に配付し、学習・教育目標の達成に必要な資質をも

ったできるだけ多くの学生に対して当校の教育方針や

アドミッション・ポリシーへの関心を持たせるように

努めている。 

また、平成23年度11月30日に、当校の近隣地域で

ある高知市、南国市、香南市、香美市において、地元

新聞朝刊を利用し、各学科のアドミッション・ポリシ

ーや進学・就職状況及び全国ロボコン出場などを紹介

した「折り込みチラシ」による広報を実施している。

これらの募集要項やチラシは、教職員にも配布され、

周知されている。 

さらに、毎年度９月中旬に「体験入学」を実施し、

中学生、保護者及び中学校教員に対してアドミッショ

ン・ポリシーを含め当校に対する理解を深めてもらう

ように努めている。また、当校教員が中学校へ出向い

て行う体験授業「出前授業」や、８月から11月の期間

に、特に近隣小学校あるいは中学校の生徒を対象とし

て行うミニ公開講座「キャンパスアドベンチャー」な
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どの機会も利用して当校の紹介に努めている。さらに、

並行して進学塾へもパンフレット等を郵送し、情報提

供を行っている。 

これらのことから、教育の目的に沿って、求める学

生像及び入学者選抜の基本方針等の入学者受入方針が

明確に定められ、学校の教職員に周知されており、ま

た、将来の学生を含め社会に理解されやすい形で公表

されていると思われるが、訪問調査後に最終的に判断

する。 

 

＜４－２－①＞ 

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿

って適切な学生の受入方法が採用されており、実際の

入学者選抜が適切に実施されているか。 

 

準学士課程への入学者選抜は、推薦入試と学力入試

とに分けられる。推薦入試では、学校全体及び学科ご

とのアドミッション・ポリシーに基づいて、中学校長

から提出された調査書、推薦書、志望理由書のほか、

推薦Ａでは、作文、面接により総合的に評価し、推薦

Ｂでは、実技試験と面接により評価されている。平成

22 年度入試から高知県公立高校入試制度の変更に伴

い、推薦入学者の割合を80％に拡大している。 

一方、学力選抜では、全国立高等専門学校で共通の

問題を使用し学力評価によって選抜を行っている。平

成23年度入試は志望学科を第４志望まで選択可とする

ことにより、入学志願者の志望・適性などを満たすよ

う配慮し、また、調査書と、当校で実施する学力検査

による評点から総合的に選抜している。 

編入学者選抜においては、先に示した準学士課程ア

ドミッション・ポリシーに準じた編入学者向けのアド

ミッション・ポリシーを策定し、編入学学生募集要項

の入学案内で公開している。また、毎年度１～２人の

外国人留学生を準学士課程３年次に受け入れている。

これまで当校に編入学した留学生は国費外国人留学生

又はマレーシア政府派遣留学生である。 

専攻科課程の入学試験は、推薦による選抜（推薦書、

小論文、面接・口頭試問など）、学力による選抜（英語・

数学・専門科目の学力検査、面接など）及び社会人特

別選抜（推薦書又は業績調書、小論文、面接・口頭試

 

 

 

 

 

◎ 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）と

入学者選抜方法（学力選抜、推薦選抜、面接時の確

認項目内容、配点・出題方針等）との関連について、

具体的に資料をもとに補足説明願いたい。  

【回答】 

  面接時の質問において、アドミッション・ポリシ

ーを考慮した質問を行っている。また、理科に関連

した実験・実習を入学者選抜試験(推薦B)の問題とし

ている。 

（訪問調査時提示資料） 

 ・入学試験の面接評価資料 

・平成24年度入学者選抜試験(推薦B)  
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問など）の３つの方法で実施しており、これらの結果

を総合的に評価して、合格者を選抜している。学力選

抜は、前期（６月）と後期（11 月）の２回実施し、資

質の高い技術者志向の学生の確保を目指している。 

これらのことから、入学者受入方針に沿って適切な

学生の受入方法が採用されており、実際の入学者選抜

が適切に実施されていると思われるが、訪問調査後に

最終的に判断する。 

 

＜４－２－②＞ 

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿

った学生の受入が実際に行われているかどうかを検証

するための取組が行われており、その結果を入学者選

抜の改善に役立てているか。 

 

学校紹介や中高連絡会では、中学校教員との相互情

報交換や当校に対する要望などの吸い上げを行い、

「体験入学」を実施したのち、中学生、保護者及び中

学校教員に対してアンケート調査を実施し集計してい

る。 

 また、入学者全員に対して、年度当初に実力診断テ

ストを行い、アドミッション・ポリシーの理解度を確

認するとともに新入生にアンケート調査も実施してい

る。 

これらのことから、入学者受入方針に沿った学生の

受入が実際に行われているかどうかを検証するための

取組が行われており、その結果を入学者選抜の改善に

役立てていると思われるが、訪問調査後に最終的に判

断する。 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 体験入学時のアンケート調査が、実際に入学した

学生が、入学者受入方針（アドミッション・ポリシ

ー）に沿っているかどうかの検証とどう関係するの

か補足説明願いたい。  

【回答】 

  体験入学時の体験学習では、アドミッション・ポ

リシーのものづくりに関連した学習テーマを実施し

ている。アンケートにより、その満足度を確認して

いる。 

（訪問調査時提示資料） 

・平成24年度体験入学実施報告(アンケート結果) 

◎ 入学後の実力診断テストの結果が、入学者受入方

針（アドミッション・ポリシー）に沿っているかど

うかの検証とどう関係するのか補足説明願いたい。

【回答】 

  実力診断テスト結果より、数学と英語の実力分析

を行い検証している。その結果は、訪問時に提示し

て説明する。 

（訪問調査時提示資料） 

・コンピュータ診断テスト(英語)の結果について 

・コンピュータ診断テスト(数学)の結果について 

 

◎ 「入学者全員に対して年度当初に実力診断テスト

と、アンケート調査の結果を教務委員会で分析、審

議し、その集計結果を入学者選抜の改善に役立てて
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いる」とあるが、その検証結果を入学者選抜の改善

に役立てていることを、資料をもとに具体的に補足

説明願いたい。 

【回答】 

  実力診断テストとアンケート調査の結果をもと

に、ものづくりの好きな中学生に入学の機会をより

多く与えるために、平成20年度から実験・実習を伴

う入学者選抜試験(推薦B)を実施した。 

 

○ 新入生アンケートの調査結果を提示願いたい。

（訪問調査時）  

【回答】 

（追加資料４－２－②【別冊p．18 】） 

・平成24 年度新入生アンケート集計結果（組別） 

＜４－３－①＞ 

実入学者数が、入学定員を大幅に超える、又は大幅

に下回る状況になっていないか。また、その場合には、

これを改善するための取組が行われる等、入学定員と

実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

 

当校における平成20～24 年度の５年間の入学定員に

対する実入学者数の比率の平均の状況からみて、準学

士課程については、入学者数が入学定員を大幅に超え

る、又は大幅に下回る状況になっていない。 

専攻科課程については、機械・電気工学専攻、物質

工学専攻、建設工学専攻における過去５年間の入学定

員に対する実入学者数の比率の平均が、入学定員を大

幅に超えているものの、教育等に支障の生じないよう

に施設整備や教員配置の配慮がなされている。 

これらのことから、実入学者数が、専攻科課程にお

いて入学定員を大幅に超える状況になっているが、こ

れを改善するための取組が行われる等、入学定員と実

入学者数との関係の適正化が図られていると思われる

が、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【優れた点】 

（訪問調査後、確定する。） 

 

【改善を要する点】 
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（訪問調査後、確定する。） 
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書面調査による分析状況 訪問調査時の確認事項 

（準学士課程） 

＜５－１－①＞ 

教育の目的に照らして、授業科目が学年ごとに適切

に配置され、教育課程が体系的に編成されているか。

また、授業の内容が、全体として教育課程の編成の趣

旨に沿って、教育の目的を達成するために適切なもの

となっているか。 

 

一般科目及び学科の専門科目ごとに、カリキュラム

として各学年で履修する授業科目とその単位数、及び

必修科目と選択科目の区分が学則の別表として示され

ている。別表は、他の規則や心得とともに学生便覧と

してまとめられ、毎年度全学生に配付され、学生及び

教職員は携帯情報端末を用いて常時それらを閲覧でき

る。また、同様のものが当校のウェブサイトでも公表

されている。 

 教育課程の体系的に示す資料として、学科ごとの学

習教育目標に沿った授業科目関連図が整理され、５年

間で学ぶ全ての授業科目について、一般科目から専門

科目までの関連を図で表している。 

 授業内容は、シラバスに記載され、科目ごとに授業

目標、授業の計画・方法等、到達目標、成績評価の方

法・基準が示されており、学習・教育目標（Ａ）～（Ｆ）

との関連性を明記している。 

これらのことから、教育の目的に照らして、授業科

目が学年ごとに適切に配置され、教育課程が体系的に

編成されており、また、授業の内容が、全体として教

育課程の編成の趣旨に沿って、教育の目的を達成する

ために適切なものとなっていると思われるが、訪問調

査後に最終的に判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 一般科目及び専門科目のバランス、必修科目、選

択科目等の配当等、授業科目が学年ごとに適切に配

置されているか、補足説明願いたい。 

【回答】 

 訪問調査時に提示して説明する。 

 （訪問調査時提示資料） 

 ・平成24年度シラバス 

 

◎ 一年間の授業を行う期間が、定期試験も含めて 35

週にわたることを示す資料を提示願いたい。  

【回答】 

教務主事室において翌年度の年間行事予定を決める

際に前・後期の授業時間数を確認しており、定期試験

の4週を加えて35週確保されている。 

(追加資料５－１－①－１【別冊p.24 】) 

・平成24年度授業日数 

 

◎ 学生便覧に授業時刻表が掲載されているが、通常

時刻表と短縮時刻表の運用について、補足説明願い

たい。  

【回答】 

短縮時刻表は、四国高専体育大会強化期間等のため

の特別な場合に、臨時的に運用している。 

(追加資料５－１－①－２【別冊p.25 】) 

・授業時刻表 

＜５－１－②＞ 

教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生

の多様なニーズ、学術の発展の動向、社会からの要請

等に配慮しているか。 
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当校の「大学等における学修に関する規程」では、

他高等専門学校、短期大学、大学、外国の高等学校、

大学での学修で単位認定が可能である。また、準学士

課程においては、平成23年度より実用英語検定、情報

技術者試験、各種専門的な国家資格等の資格を取得し

た場合に、学生が申請すれば、卒業要件に入る単位と

して認めている。 

 ４年次で実施している校外実習は、夏季休業を利用

して、企業等で実務を経験することにより、学校で習

得した知識及び技能を裏づけ、実践的・技術的感覚を

養い、技術者として、また社会人として自覚を持たせ

ることを目的としている。 

 学士課程卒業生・専攻科課程修了生へのアンケート

や就職先企業へのアンケートを３年ごとに実施し、そ

の結果を社会の要請の一つとして捉え、担当科目の授

業改善に役立てている。 

創造力、指導力、問題解決能力の育成に関して、機

械工学科では、４年次に実習形式の「創造設計演習」

を開講し、学生の創造力や問題解決力、実践力、プレ

ゼンテーション能力を向上させる工夫がなされてい

る。 

電気工学科は、電気、電子、情報を基礎とし、それ

らをシステムとして組み合わせる力を育成し、「もの

づくり」をベースとした「創造性と統合化能力」を有

する技術者の育成をめざす学科の教育内容をより分か

りやすく表現した学科名に改めることとし、平成21年

度より電気情報工学科に名称を変更した。また、建設

システム工学科においても、これまでの環境・防災・

情報を中心とした土木系科目に加えて、住宅・ビル建

設や生活空間デザインに関わる建築系科目も含め、よ

り一層幅広い建設系専門基礎知識を修得できる「総合

社会基盤学科」へと発展するために、平成21年度より

学科の教育内容をより的確に表現した「環境都市デザ

イン工学科」に名称を変更した。 

これらのことから、教育課程の編成又は授業科目の

内容において、学生の多様なニーズ、学術の発展の動

向、社会からの要請等に配慮していると思われるが、

訪問調査後に最終的に判断する。 

 

◎ 学生の多様なニーズ、学術の発展の動向、社会か

らの要請等に対する学校の考え方について補足説明

願いたい。  

【回答】 

可能な限り要請等に対して応じる方向で進めてい

る。 

 

◎ 準学士課程卒業生・専攻科課程修了生へのアンケ

ートや就職先企業へのアンケートの結果を、電気情

報工学科、物質工学科及び環境都市デザイン工学科

では教育課程の編成に具体的にどのように配慮され

ているか、学科名称変更の以外の具体的な事例に基

づき補足説明願いたい。  

【回答】 

アンケートの結果最も低い評価となった語学力・プ

レゼン能力を強化する目的で、全学的には平成23年度

から2年生の実力試験としてTOEIC Bridgeを導入した。

また、平成24年度から4年時の選択授業として、英語

特論，中国語会話および中国文化論を開講した。さら

に、プレゼンテーション能力養成のため、電気情報工

学科では、創造性教育セミナーで、物質工学科では、

創造実験においてグループワークの結果をもとにプレ

ゼンテーションを行う授業を開講している。 

(追加資料５－１－②【別冊p.26 】) 

・TOEIC  Bridge（IP） 結果 

 

◎ 学術の発展の動向に対する学校の考え方に基づ

き、教育課程の編成又は授業科目の内容において、

どう配慮されているか、補足説明願いたい。  

【回答】 

卒業研究において最新の学術の動向にあったテー

マを設定し、それをより深く掘り下げて研究してい

る。研究成果は、国内や海外で評価されるとともに、

授業でトピックスとしても活用されている。 

（訪問調査時提示資料） 

 ・平成23年度建設システム工学科卒業研究概要集 

 

＜５－２－①＞  
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教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等

の授業形態のバランスが適切であり、それぞれの教育

内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。 

 

１年次～３年次の一般科目と専門科目は、４年次以

上の学習・教育目標達成のための教育の基礎となって

いる。したがって、低学年から講義、演習、実験、実

習等がバランスよく配置されている。個々の科目の教

育内容は、シラバス中の授業の目標等、授業計画・方

法等で明らかである。 

４年次で開講されている「日本語表現」では、日本

語で効果的に書く・話す技術を習得するために対話型

のグループディスカッションやプレゼンテーションを

実施する等、学習指導方法の工夫がなされている。 

これらのことから、教育の目的に照らして、講義、

演習、実験、実習等の授業形態のバランスが適切であ

り、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の

工夫がなされていると思われるが、訪問調査後に最終

的に判断する。 

 

 

 

 

 

 

◎ 教育の目的に照らして、授業形態のバランスが適

切であるか（たとえば、実践的な能力の育成のため

に低学年から演習・実験を多く取り入れているなど）

を、資料をもとに補足説明願いたい。 

 【回答】 

  機械工学科、電気情報工学科では、1年次に創造設

計基礎を開講し、ものづくりに対する興味をもたせ、

2年次では基礎製図、工作実習、電気工学実験を開講

している。物質工学科は、2年次から、化学・生物実

験を、環境都市デザイン工学科では、1年次から基礎

製図を、2年次から測量実習や実験を行っている。 

(追加資料５－２－①－１【別冊p. 32 】) 

・シラバス抜粋 

◎ 学科ごとに具体的な授業科目名、取組内容を示し

つつ、教育内容に応じた工夫を行っていることを補

足説明願いたい。 

【回答】 

  全学科的にそれぞれの学科の基幹科目の講義内容

に関する演習科目を並列開講し、講義内容の理解を

深めている。例えば、機械工学科では、材料力学Ⅱ、

材料力学演習、電気情報工学科では、電気回路Ⅱ、

電気回路演習、物質工学科では、有機化学Ⅱ、有機

化学演習、環境都市デザイン工学科では、専門基礎

演習などがある。 

 

◎ 進学希望者を対象とした「単位のない時間割記載

科目」の運用状況について説明願いたい。また、そ

の設置と、当校の教育目的や学習教育目標に関連が

あれば、補足説明願いたい。  

【回答】 

事前にシラバスを提示・周知し、履修希望調査を行

い、履修者を決定し、学生に通知している。履修状況

は、資料５－２－①－７および５－２－①－８に示し

ている。 

 (追加資料５－２－①－２【別冊p．40 】) 
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 ・必修選択及び選択科目の登録について 

＜５－２－②＞ 

教育課程の編成の趣旨に沿って、シラバスが作成さ

れ、事前に行う準備学習、教育方法や内容、達成目標

と評価方法の明示等、内容が適切に整備され、活用さ

れているか。 

 

教育課程の編成は教務委員会で審議され、その趣旨

に沿ったシラバスが、毎年度統一した様式で作成され

ている。シラバスには、科目特性（科目番号、科目区

分、科目名、授業形態、単位数、開設学科、対象学生、

週時間数、担当者、オフィスアワー、研究室、キーワ

ード、ＪＡＢＥＥとの関連）に加え、授業目標、授業

計画・方法、到達目標、成績評価の方法・基準、教科

書・教材等が記載されており、授業目標に対し達成す

べき目標と達成度の評価基準・方法や関連科目を記述

している。シラバスにより、受講学生が教育課程にお

ける当該科目の位置づけ及び関連科目との連続性を把

握できるようになっている。年に２回、学生による授

業評価アンケートが実施され、それにはシラバスどお

りの講義が実施されたかに関する質問事項があり、そ

の結果は教員と学生に対してウェブサイトで公表して

いる。 

これらのことから、教育課程の編成の趣旨に沿って、

シラバスが作成され、事前に行う準備学習、教育方法

や内容、達成目標と評価方法の明示等、内容が適切に

整備され、活用されていると思われるが、訪問調査後

に最終的に判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

◎ シラバスに、学習・教育目標との関連が示されて

いない科目があるが、それらの科目と学習・教育目

標との関連はどうなっているのか、補足説明願いた

い。 

【回答】 

１～３年までの授業科目は、シラバスの JABEE と

の関連の欄には記載はないが、科目関連図には学

習・教育目標との関連が示されている。ただし、保

健・体育Ⅰ～Ⅳと芸術(音楽・美術)は、その他に属

しているが学習・教育目標Aと関連している。 

 

◎ 教員及び学生が、シラバスを実際に活用している

か、資料をもとに補足説明願いたい。 

【回答】 

最初の授業でシラバスを配布し、説明をしている。

学生による授業評価アンケートにシラバスの活用状況

に関する項目があり、その結果よりシラバスの実際の

活用状況が把握できる。 

（訪問調査時提示資料） 

・授業評価アンケート報告書（平成21年度～23年度）

 

 

◎ 45 時間の学修を１単位とする単位計算方法を導入

している科目は、授業時間以外の事前、事後学修が

必要であるが、その実質化のための対策を講じてい

るかについて、補足説明を願いたい。  

【回答】 

年度当初に学修単位の1単位は、15時間の授業に

対して 30 時間の自学自習を合わせて 45 時間必要で

あることを周知している。具体的な科目として、橋

梁工学では、自学自習時間を確保する取り組みとし

て、毎回授業終了時に必要な自学自習時間を明記し

た課題を課している。 
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(追加資料５－２－②－1【別冊p． 43 】) 

・履修単位と学修単位について 

(追加資料５－２－②－２【別冊p． 44 】) 

・平成24年度シラバス（授業計画） 

(追加資料５－２－②－３ 【別冊p． 45 】) 

・橋梁工学出席簿 

＜５－２－③＞ 

創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。ま

た、インターンシップの活用が図られているか。 

 

創造性を育む授業として、設計製図、ＣＡＤ、卒業

研究等がある。機械工学科及び電気情報工学科では１

年次生に対して、モノ（設計製作対象物）に触れるこ

と、壊す（分解する）こと、作ること、そして考える

ことなどの一連の行動を通して、「ものづくり」に対す

る興味を喚起するとともに、それについての基本的な

素養を身に付けることを目的とした「創造設計基礎」

を開講している。また、４年次生には、機械工学科に

おいて学生を少人数のグループに分けて各研究室に仮

配属し、与えられた研究テーマに関する基礎知識の習

得、問題解決方法とプレゼンテーションの基礎を養う

ことを目的とした「創造設計演習」が開講されている。

同様に、電気情報工学科では「創造性教育セミナー」

を開講している。物質工学科で開講している「創造実

験」では、授業や実験で習得した知識や技術を活用し

て、アイデアとデザインを取り入れながらオープンキ

ャンパス等で実演する演示実験を組み立て、実験書に

まとめ演示発表を行っている。環境都市デザイン工学

科の「建築設計製図」では、基礎的建築模型の製作技

術を学んだ後、実習、製作を繰り返し、概念構築、計

画、設計実習を通じて、学生自らが自らを検証してい

くプロセスの中で創造性や独創性を養うことを目標と

している。 

卒業研究は５年次に８単位あり、数名の学生が一人

の教員の指導を受け、少人数教育が実施されている。

また、校外実習では、４年次に企業等における製造、

設計、技術開発、工事等の実務の実態にふれ、学校で

修得した知識及び技能を裏付け、技術者としてまた社

会人としての自覚を持たせるものである。学外実習の

評価は、校内での実習報告会，企業等による実習評定

 

 

 

 

◎ 学校として体系的に創造性を育む取組が実施され

ていれば、補足説明願いたい。 

【回答】 

各学科がそれぞれ取り組んでいる。 

（訪問調査時提示資料） 

 ・創造性を育む「卒業研究」集 

 

◎ 創造性を育む授業において、単なるものづくり教

育ではなく、創造性を育むための教育方法の具体的

工夫について、補足説明願いたい。 

【回答】 

創造性教育セミナーでは、コンテスト参加を目的

とし、レベルの高い複雑な電気回路を設計できる能

力をつけさせる。 

（訪問調査時提示資料） 

 ・E-Learning創造性教育コース(つないで計ってみよ

う電気抵抗コース) 

 

◎ 校外実習は、希望する全学生が履修可能か、資料

をもとに補足説明願いたい。  

【回答】 

希望する全学生が履修可能なだけの十分な数の企

業から受入があるので可能である。 

（訪問調査時提示資料） 

 ・校外実習受入企業一覧 

 

○ 校外実習の実施状況が把握できる資料を提示願い

たい。  

【回答】 

学生の履修率は、平成22年度121/141=85.8%、平成
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書に基づいて学科会議で審議し、教務委員会において

４日以上８日未満に対して１単位、８日以上に対して

２単位が認定される。 

これらのことから、創造性を育む教育方法の工夫が

図られており、また、インターンシップの活用が図ら

れていると思われるが、訪問調査後に最終的に判断す

る。 

 

23年度139/167=83.2%である。 

（訪問調査時提示資料） 

 ・校外実習一覧表 

 

＜５－３－①＞ 

教育課程の編成において、一般教育の充実や特別活

動の実施等、豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮

されているか。また、教育の目的に照らして、課外活

動等において、豊かな人間性の涵養が図られるよう配

慮されているか｡ 

 

１～３年次では、週１時間の特別活動が実施されて

おり、高等専門学校設置基準で定められている90単位

時間を満たしている。その内容は、担任の話、スポー

ツ等とともに、外部講師による性教育、薬物乱用防止

講話、交通安全教室、マナー教室等である。特別活動

計画書は半期ごとに学年主任が作成し、最後に学級担

任が特別活動報告書を作成し、教務主事に提出され、

教務委員会で承認される。 

年度当初の教員会において担任としての心得、教務、

学生生活、寮務関係の日常業務が示された「学級担任

の心得および業務」が配付され、学級担任はそれに基

づき年間の業務を行う。また、学生生活の留意事項が

示されている「学生生活関係留意事項」も配付され、

教員はそれに基づき学生の指導を行う。 

 学校行事として、クラスマッチ、ロボコン、四国高

専体育大会、四国高専総合文化祭、クラブリーダー研

修、高専祭、体育祭が毎年度実施される。それらは年

度当初に配付される「行事予定表」に示され、それら

の実施要項は学生生活委員会で審議される。その結果

は主事から全教員に配布され、学級担任を通じて学生

へと伝達されている。 

当校の学生会体育局には22クラブと２同好会、文化

局には14クラブと４同好会があり、それぞれに１人以

上の教員が顧問として就任している。顧問としての指

導上の留意事項は年度当初の教員会で配付される「課

 

 

 

 

 

 

 

◎ 教育課程の編成において、豊かな人間性の涵養が

図られるよう一般教育の充実がどう図られている

か、また、具体的にどのような人間性を涵養しよう

としているのかを補足説明願いたい。 

【回答】 

本校の教育目標に掲げる「学生自らすすんで実践す

ることによって、学問的・技術的力量を身につけ、徳

性を養い、将来、創造力のある風格の高い人間・技術

者として国際社会を主体的に生きることを目指させ

る。」ために、保健・体育や芸術(音楽・美術)、４年

選択科目(世界文化論，法学A，B，経済学，心理学，中

国語会話(本年度より実施)，中国文化論(本年度より実

施)，ドイツ語)，人間と科学技術などを開講している。

 

◎ 課外活動において、豊かな人間性の涵養が図られ

るようどう配慮されているか、また、具体的にどの

ような人間性を涵養しようとしているのかを補足説

明願いたい。  

【回答】 

クラブリーダー研修会では、リーダーとしての自覚

を身につけさせている。クラブ活動を活性化させるこ

とを目的としてワークショップ形式の研修会や講演会

を開催し、リーダーを育成している。そのリーダーを

中心にクラブを運営し、社会人基礎力を育成している。

 (追加資料５－３－①【別冊p．46 】) 
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外活動のしおり(顧問教員用)」に示され、学生用には、

学生会組織、安全への心配り、活動時間、施設利用、

合宿、対外行事、予算執行等について示された「課外

活動について」が、学級担任、クラブ顧問を通じて周

知されている。 

これらのことから、教育課程の編成において、一般

教育の充実や特別活動の実施等、豊かな人間性の涵養

が図られるよう配慮されており、また、教育の目的に

照らして、課外活動等において、豊かな人間性の涵養

が図られるよう配慮されていると思われるが、訪問調

査後に最終的に判断する。 

 

・平成23年度クラブリーダー研修会実施要項 

＜５－４－①＞ 

成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組

織として策定され、学生に周知されているか。また、

これらの規定に従って、成績評価、単位認定、進級認

定、卒業認定が適切に実施されているか。 

 

授業科目の成績評価は、試験・実技・作品・提出物・

論文等の成績及び平素の学習状況等を総合的に考慮し

て決められ、具体的な成績評価の方法・基準はシラバ

スに記載されている。進級認定基準、卒業認定基準は

教務委員会で審議された後、運営会議で承認され、学

則及び教務内規として開示される。それらは学生便覧

にまとめられ、毎年度全学生に配付している。進級認

定は進級判定会議、卒業認定は卒業判定会議が年度末

に全教員参加で開催され、進級認定基準あるいは卒業

認定基準に基づいて、厳格に審議される。単位認定も

同会議の審議を経て行われる。 

再試験は、「講義」、「演習」の単位未修得科目を

持った者について、実施し評価することになっている。

また、追試験は、規程に基づき、「正当な理由」の有

る学生に対して、原則として実施し評価することにな

っている。 

これらのことから、成績評価・単位認定規定や進級・

卒業認定規定が組織として策定され、学生に周知され

ており、また、これらの規定に従って、成績評価、単

位認定、進級認定、卒業認定が適切に実施されている

と思われるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 成績評価に関する学生からの意見申立の機会があ

るかどうか、資料をもとに補足説明願いたい。  

【回答】 

  成績通知票に対して意見の申立を受付けて、精査

のうえ必要な対応を取っている。 

（訪問調査時提示資料） 

・成績の訂正について 

 

◎ 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定に

ついて、実際に学生が知っているかを把握している

のであれば、資料をもとに補足説明願いたい。 

【回答】 

学生には、定期試験後の学習指導期間中の個人面談

で単位の取得状況について説明している。また、進級

基準や卒業要件については、学生便覧を用いて説明し

ている。 

（訪問調査時提示資料） 

・学生便覧 

・個人成績表 

 

○ 教務内規を提示願いたい。  

【回答】 
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（訪問調査時提示資料） 

・教務内規 

 

○ 成績評価・単位認定や進級・卒業認定に関する規

定等に従って、実際の運用が適切に行われているか

どうかについて、答案、成績評価資料、議事録等を

確認したい。（訪問調査時） 

【回答】 

（訪問調査時提示資料） 

・成績判定資料 

 

○ 学修単位の授業科目について、１単位の履修時間

が、授業時間以外の学修と合わせて45時間であるこ

とを確認しながら単位認定を行っていることがわか

る資料があれば、提示願いたい。（訪問調査時）  

【回答】 

 45 時間の学修時間の確認は、担当教員に委ねられて

おり、成績判定会議においては、確認しながらの単位

認定は行っていない。 

（専攻科課程） 

＜５－５－①＞ 

教育の目的に照らして、準学士課程の教育との連携、

及び準学士課程の教育からの発展等を考慮した教育課

程となっているか。 

 

専攻科課程の教育目的、教育方針及び学習・教育目

標は、各専攻においても定められており「専攻科学生

の手引」に明記されている。専攻科課程の授業科目は

準学士課程の授業科目を基礎とし、基礎知識の融合、

より高度な内容への発展、応用力の育成、などが図ら

れるように構成・配置されており、教育の目的に記載

されているように実践的かつ創造的な研究・開発能力

を育成する内容となっている。また、専攻科課程の各

授業科目と準学士課程の授業科目の結びつきは、機

械・電気工学、物質工学、建設工学の専攻ごとに明示

されており、「専攻科学生の手引」によって学生に周知

されている。さらに、各科目のシラバスにおいても準

学士課程の科目との相互関係や発展性が示されてい

る。 

これらのことから、教育の目的に照らして、準学士

 

 

 

 

 

 

◎ 専攻科課程の各授業科目と準学士課程の授業科目

の結びつきは、「専攻科学生の手引」によって学生に

周知されているとあるが、準学士課程の１年次から

３年次に配当された授業科目との関連は記載されて

いない。準学士課程の１年次から３年次の科目と専

攻科課程の科目の関連について、資料をもとに補足

説明願いたい。  

【回答】 

資料５－５－①－１および追加資料で確認できる。

なお、準学士課程の１～５年次の授業科目の関連は、

「シラバス」に記載されており、準学士課程４，５年

次の科目と専攻科１，２年次科目との関連については、

「専攻科学生の手引」に記載されている。それらを連

続して７年一貫教育の科目関連図が、資料５－５－①

－１および追加資料である。 
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課程の教育との連携、及び準学士課程の教育からの発

展等を考慮した教育課程となっていると思われるが、

訪問調査後に最終的に判断する。 

 

(追加資料５－５－①【別冊p．47 】) 

 ・物質工学科・物質工学専攻 授業科目関連図 

 ・環境都市デザイン工学科・建設工学専攻授業科目

関連図 

＜５－５－②＞ 

 教育の目的に照らして、授業科目が適切に配置され、

教育課程が体系的に編成されているか。また、授業の

内容が、全体として教育課程の編成の趣旨に沿って、

教育の目的を達成するために適切なものとなっている

か。 

 

専攻科課程の授業科目は各専攻の学習・教育目標を

達成するために必要な構成・配置が図られている。授

業科目は、一般科目、専門基礎科目、専門共通科目、

専門科目に分類され、それらの関連性と体系性が保た

れている。また、授業科目はその一般性、専門性に基

づき必修科目、必修選択科目、選択科目に分類され配

置されている。一般科目は主に必修科目、専門基礎科

目は必修選択科目、専門共通科目及び専門科目は選択

科目に設定されている。専門共通科目の「生産工学特

論」は、機械・電気工学専攻においては設計分野のコ

ア科目として必修科目に設定されている。専門科目の

中で重要な「特別実験」と「特別研究」は全専攻とも

必修科目であり、一部の専門科目においても各専攻で

重要な科目については必修科目としている。全ての授

業科目は６つの学習・教育目標ごとに分類・体系化さ

れており、準学士課程からの連続性を保ちながら学年

の進行とともに学習・教育目標の達成が図られるよう

になっている。 

 専攻科課程の目的である「実践的かつ創造的な研究

開発能力」を育むために全専攻で１年次、２年次とも

に「特別実験」と「特別研究」を配置している。シラ

バスには、「ＪＡＢＥＥとの関連」、「授業の目標等」、

「授業の計画・方法等」、「到達目標」、「成績評価の方

法・基準」等が記載されている。 

機械・電気工学専攻では専門科目の中に機械工学と

電気工学の両分野に共通する関連科目を配置してお

り、また「特別実験」においても両分野の実験ができ

るようにし、機械工学と電気工学の融合を図っている。

これらのことから、教育の目的に照らして、授業科

 

 

 

 

 

 

 

◎ 学習・教育目標（資料５－５－②－１～３）の（Ｂ）

群に配当されている専攻科の授業科目はすべて必修

選択科目であり、学生の選択状況によっては、専攻

科課程に配当された科目のみでは学習・教育目標の

（Ｂ）群の①～④の教育目標を達成できないと考え

られるが、この点について補足説明願いたい。  

【回答】 

「専攻科学生の手引」の履修要領の修了要件に記

載しているように、必修選択単位12単位以上を含む

必要があるため、必修選択科目８科目の内、６科目

以上の単位取得を行わなければならない。そのため、

学生の選択状況によらず、学習・教育目標(B)群の①

〜④の教育目標を達成することが出来る。 

（訪問調査時提示資料） 

・平成24年度専攻科学生の手引 

・学修・教育目標達成度点検表(機械・電気工学専

攻11期生) 
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目が適切に配置され、教育課程が体系的に編成されて

おり、また、授業の内容が、全体として教育課程の編

成の趣旨に沿って、教育の目的を達成するために適切

なものとなっていると思われるが、訪問調査後に最終

的に判断する。 

 

＜５－５－③＞ 

教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生

の多様なニーズ、学術の発展の動向、社会からの要請

等に配慮しているか。 

 

学術の発展の動向、社会からの要請等に対応するた

めに、当校の専攻科課程では他専攻の授業科目の履修

や放送大学を含む他の高等教育機関の授業科目の履修

を認めている。他の高等教育機関で認定された単位は

16 単位を超えない範囲で専攻科課程における修得単位

とみなせるようになっており、平成19年度からは高知

大学との単位互換制度も実施している。 

また、社会からの要請に対応することを目的として

専攻科インターンシップを平成 15 年から実施してい

る。専攻科インターンシップは２年次の特別研究の一

環として、地元企業との産学協同教育プログラムとし

て実施されている。また、海外インターンシップとし

て平成22年度、23年度と応募を行い、平成22年度に

はタイのヤマハ発動機(株)へ専攻科生を派遣し、研修

を行った。さらに、大学におけるインターンシップと

して大阪大学、広島大学と協定を結んでいる。 

英語力向上に対する学生のニーズや社会の要請に配

慮するために、年２回ＴＯＥＩＣ試験の受験を義務付

けており、そのための英語の補習授業も毎週開催して

いる。また、当校では年に２回ＴＯＥＩＣ ＩＰテスト

を全専攻科学生対象に行っている。 

準学士課程卒業生及び専攻科課程修了生へのアンケ

ートや就職先企業へのアンケートを実施し、社会から

の要請に対応した教育課程の編成を行ってきている。

また、外部評価機関として「参与会」の意見も教育課

程の編成に反映している。機械・電気工学専攻におい

ては、平成22年度から機械と電気の融合を強化したカ

リキュラムに改定した。その一例として「設計工学基

礎演習」と「電気工学基礎演習」の２つの科目を統合

 

 

 

 

 

◎ 学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会から

の要請等に対する学校の考え方について補足説明願

いたい。  

【回答】 

機械・電気工学専攻の「ロボット工学」では、外

国人講師による授業をとりいれ、基礎学力の向上の

他、英語力の向上に向けた授業を導入している。ま

た、「工学基礎演習」のように機械と電気の科目を

統合した授業科目を導入し、機械と電気の融合を強

化した授業も行っている。このように可能な限り要

請等に対して応じる方向で進めている。 

（訪問調査時提示資料） 

・平成24年度専攻科学生の手引 

 

◎ 学術の発展の動向に対する学校の考え方に基づ

き、教育課程の編成又は授業科目の内容においてど

う配慮されているか、補足説明願いたい。 

【回答】 

特別研究において、最新の学術の動向にあったテ

ーマを設定し、それをより深く掘り下げて研究して

いる。研究成果は、国内や海外で評価されるととも

に、授業でトピックスとしても活用されている。 

（訪問調査時提示資料） 

・平成23年度特別研究論文集 

 

◎ 年２回のＴＯＥＩＣ試験受験の義務付けは、どの

ような規程に定められているか、資料をもとに補足

説明を願いたい。 

【回答】 
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し「工学基礎演習」を設置した。「工学基礎演習」は、

それぞれの分野について同時に学ぶことのできる科目

設定がされている。また、基礎学力向上のため、平成

24 年度は「ロボット工学」において、外国人講師によ

る英語の講義を実施している。建設工学専攻では、 ア

ンケートの結果を受け、想像力、問題解決能力の観点

から専攻科課程１、２年次生を対象に「建設工学演習」

の中で、エンジニアリング・デザイン教育を行ってい

る。 

これらのことから、教育課程の編成又は授業科目の

内容において、学生の多様なニーズ、学術の発展の動

向、社会からの要請等に配慮していると思われるが、

訪問調査後に最終的に判断する。 

 

４月当初に行われる全専攻科オリエンテーショ

ンにおいて、年２回のTOEIC試験受験の義務付けに

ついて説明している。 

(追加資料５－５－③【別冊p．49 】) 

・平成24年度 全専攻科オリエンテーション 

 

○ 資料５－５－③－７の単位互換の実績について、

平成21～23年度の実績があれば、資料を提示願いた

い。また、他の高等教育機関との単位互換について

も実績があれば、資料を提示願いたい。 

【回答】 

資料 11－３－②－６ 単位互換制度締結した大学

などの制度活用状況から平成 21 年度分を参照のこ

と。平成22年度、23年度については、実績がない。

 

○ 産学協同教育プログラム（海外インターンシップ

を含む）や大阪大学におけるインターンシップの成

果物（報告書や、報告会の状況）を提示願いたい。（訪

問調査時）  

（訪問調査時提示資料） 

・平成22年度海外インターンシッププログラム報告

書 

＜５－６－①＞ 

教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等

の授業形態のバランスが適切であり、それぞれの教育

内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。 

 

専攻科課程の授業科目は、高度な知識の修得だけで

なく、教育の目的にある「実践的かつ創造的な研究開

発能力を育成」を達成するために、講義、実験、演習、

研究の４つの授業形態すべてが採用され、授業形態は

授業科目ごとにシラバスに記載されている。１年次に

は知識の習得を行う授業科目が多いため、各専攻とも

講義の比率が高いが、２年次には特別研究の割合が増

え、実践力、創造力の養成に比重が置かれるようにな

っている。また実験科目「特別実験」は１、２年次を

通じて一定の割合で組み込まれている。専門科目の授

業科目はすべて少人数で実施されている。 

専攻科生全員が１台ずつノートパソコンを持ち、演
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習や実験におけるレポート作成、研究におけるデータ

整理やプレゼンテーション作成などに活用している。

また、携帯情報端末が全専攻科生に貸与されており、

携帯情報端末やノートパソコンは無線ＬＡＮを介して

インターネットと接続されているため、授業で課され

た様々な課題に対する調査、授業担当教員、指導教員

との連絡や課題の提出などで利用されている。 

英語教育においては、「英語演習Ⅰ」、「英語演習Ⅱ」

ではネイティブの教員による対話型の英語教育がなさ

れており、携帯情報端末を利用した単語テストなども

課題として行われている。 

「技術者倫理」では、学内の教員による講義だけで

なく、学外講師としてさまざまな企業の第一線で活躍

している人たちを招き、講演による授業を行っている。

また、同じく「技術者倫理」では少人数のグループ単

位での調査・討論・発表を行うなど、授業内容に応じ

た工夫をしている。 

これらのことから、教育の目的に照らして、講義、

演習、実験、実習等の授業形態のバランスが適切であ

り、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の

工夫がなされていると判断する。 

 

＜５－６－②＞ 

教育課程の編成の趣旨に沿って、シラバスが作成さ

れ、事前に行う準備学習、教育方法や内容、達成目標

と評価方法の明示等、内容が適切に整備され、活用さ

れているか。 

 

シラバスは毎年度作成し、全専攻科生に年度当初配

付する「専攻科学生の手引」内に収録している。また、

シラバスは当校専攻科のウェブサイトからの参照も可

能になっている。シラバスの作成方法は統一されてお

り、各授業においては最初の授業時にシラバスのコピ

ーを配付し、授業開始に当たってその内容を説明する

ことを授業担当教員に義務付けている。 

教育課程における当該科目の位置づけ及び関連科目

との連続性を受講学生が把握できるようにしている。

１単位の講義及び演習においては、それぞれ30及び15

時間の自学自習を行うようにしている。 

年度末に行う学生による授業評価アンケートでは、

 

 

 

 

 

 

◎ 教員及び学生が、シラバスを実際に活用している

か、資料をもとに補足説明願いたい。 

【回答】 

最初の授業でシラバスを配布し、説明をしている。

学生による授業評価アンケートにシラバスの活用状況

に関する項目があり、その結果よりシラバスの実際の

活用状況が把握できる。 

（訪問調査時提示資料） 

・授業評価アンケート報告書（平成21年度～23年度）

 

◎ 資料５－６－２－③は教務手帳からの引用であ

り、シラバス中には同様の内容の記載がないが、専
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シラバスどおりに授業が行われたかを問う質問項目が

あり、その結果は学生にも公表される。また、教員は、

この結果をもとに授業進度のチェックや成績評価にお

いてシラバスを活用し、授業の改善や次年度のシラバ

スに反映している。 

これらのことから、教育課程の編成の趣旨に沿って、

シラバスが作成され、事前に行う準備学習、教育方法

や内容、達成目標と評価方法の明示等、内容が適切に

整備され、活用されていると思われるが、訪問調査後

に最終的に判断する。 

 

攻科課程の全科目において、事前・事後の自己学習

時間を確保する取組（実質化の取組）が組織的に行

われているか、資料をもとに補足説明願いたい。 

【回答】 

専攻科の単位認定については、「専攻科学生の手引」

に記載されているように、講義は１単位あたり15時間

の授業時数と 30 時間の自学自習時間をあわせた 45 時

間が必要である。また演習は、１単位あたり30時間の

授業時数と 15 時間の自学自習時間をあわせた 45 時間

が必要になる。これらの単位認定にかかる要件は、「専

攻科学生の手引」や４月初旬に行われるオリエンテー

ションにおいて周知している。資料５－６－②－３は、

教務手帳からの引用であり、自学自習時間を確保する

取組みの一例である。毎回授業終了時に、課題を与え

るが、下記に示されている時間は、問題の解答に要す

る予定時間を示している。このように、自学自習に必

要な時間を確保するために課題を課している。 

＜５－６－③＞ 

創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。ま

た、インターンシップの活用が図られているか。 

 

学習・教育目標「豊かな創造力と行動力」（技術者能

力）に対応する科目のうち、創造力を育む教育を担っ

ている科目として、「特別実験」、「特別研究」が行われ

ている。「特別研究」においては、研究課題に対するア

プローチの方法の調査・検討から、研究の遂行方法、

研究結果の取りまとめまで、学生に主体的に取り組ま

せ、特に研究内容・方法について学生自ら創意工夫を

こらしてデザインさせることが目的の一つになってい

る。「特別研究」において得られた成果は最終的に論文

としてまとめ、学外での発表も行われている。 

また、建設工学専攻では、「特別実験」、「特別研究」

のほかに「建設工学演習」の中でも創造力を育む教育

を行っている。「建設工学演習」においては、設定した

課題に対する課題解決策を、学生が自ら見出し互いに

コミュニケーションを計り、チームワークを駆使して

協同し、それらを学習体験できるエンジニアリング・

デザイン教育に対応する教育を行っている。 

「技術者倫理」においてはさまざまな実例をもとに、

それぞれが実例の立場に立った場合を想定させ、少人

 

 

 

 

◎ 専攻科インターンシップは、希望する全学生が履

修可能か、資料をもとに補足説明願いたい。 

【回答】 

 専攻科インターンシップは、企業からの要望と合致

した場合のみ実施しているので、希望する全学生は履

修できるわけではない。また、海外インターンシップ

は公募制であるため、必ずしも希望学生が参加できる

とは限らない。大学でのインターンシップには、大阪

大学と広島大学がある。大阪大学や広島大学でのイン

ターンシップは、「専攻科学生の手引」の履修要領の

「大阪大学大学院工学研究科へのインターンシップに

ついて」および「広島大学大学院総合科学研究科への

インターンシップについて」に記載されているように

「若干名の推薦」になるため、希望する全学生が履修

可能ではない。 

（訪問調査時提示資料） 

・平成24年度専攻科学生の手引 

 

◎ 専攻科インターンシップとして位置付けている、
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数のグループ単位で調査、討論、取りまとめ、報告を

行わせている。 

専攻科インターンシップは単なる企業実習ではな

く、企業が直面している課題の解決を目指して、当校

教員と専攻科生が企業の技術者と共同で２～４か月も

の長期間取り組む、課題解決型の教育プログラムであ

る。２年次の後期に企業と連携して課題を設定し、企

業の実際の開発現場で２～４か月の長期間にわたり、

課題を解決するための多面的なアプローチを学ぶと同

時に、技術者としての創造性が養われるよう工夫して

取り組んでいる。平成 15 年度から平成 23 年度の間で

海外インターンシップを含め合計18人が専攻科インタ

ーンシップに参加している。 

これらのことから、創造性を育む教育方法の工夫が

図られており、また、インターンシップの活用が図ら

れていると思われるが、訪問調査後に最終的に判断す

る。 

 

長期間取り組む課題解決型の教育プログラムの詳細

を補足説明願いたい。 

【回答】 

  ここでいう課題解決型教育プログラムは、専攻科

インターンシップであり、地元企業との共同教育で

ある。(資料５－５－③－９、資料５－５－③－10を

参照) 

◎ 教育課程表等から、専攻科インターンシップは、

教育課程に組み込まれていないと読み取れるが、そ

の点について間違いがないか補足説明願いたい。 

【回答】 

 専攻科インターンシップは、専攻科 2 年次の後期に

行う特別研究の一環で行われており、特別研究の成果

報告会において、インターンシップの成果報告も行っ

ている。そのため、教育課程表等には、専攻科インタ

ーンシップは含まれていない。 

 

◎ 産学協同教育プログラムの実施数の向上における

課題の中に、学校側の事情によるものとしては、ど

のような課題があると考えているか、補足説明願い

たい。 

【回答】 

地元企業からの要請に基づき共同研究として実施し

ており、学校側のシーズと企業側のニーズのマッチン

グが実施数を上げるうえでの課題と考えている。 

 

◎ 特別研究において得られた成果は最終的に論文と

してまとめられるが、それにとどまらず将来の発展

性を学生自ら外部にアピールする取組も積極的に行

い、成果を上げていることを、資料もとに補足説明

願いたい。 

【回答】 

資料５－７－①－４に記載しているように地区学

会をはじめ全国学会や国際会議等へ参加し、発表を

行っている。また、学会誌等への論文の投稿を行っ

ている。 

 

○ 資料５－５－③－12 で提示されているインターン

シップ実績は少ないが、ほかに実績があれば、提示

願いたい。  
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【回答】 

平成15年度 機械・電気工学専攻 ２件 

  平成16年度 機械・電気工学専攻 ２件 

  平成24年度 機械・電気工学専攻 １件 

 

＜５－７－①＞ 

教育の目的に照らして、教養教育や研究指導が適切

に行われているか。 

 

専攻科課程の教育目的を達成するための教育方針の

「（２）広い視野をもち、国際性に優れ、強調性と指導

力のある風格の高い人間・技術者の養成」を目指して、

専攻科においても教養を身につけるために一般科目が

８単位開設されている。必修科目として、「英語演習

Ⅰ」、「英語演習Ⅱ」、「技術者倫理」、選択科目として

「地域経済産業論」が開設されている。これらの科目

では、一方的な講義ではなく、教員と学生、学生相互

で意見をだし、適宜討論を取り入れながら考えるとい

った工夫がされた授業形態になっている。 

「特別研究」においては、自主的な研究への取組を

促すため、指導教員が年度当初に予定テーマを提示し、

学生の工学的興味をできるだけ尊重し、協議したうえ

で研究テーマを決定している。研究の指導体制は、主

として指導教員１人で行われているが、特別研究論文

などにおいては、分野の近い教員２人による副査を行

っている。また、技術職員が実験の補助など研究指導

の支援を行っているテーマもある。研究の進捗状況は

指導教員が管理すると同時に、１年次終了時の中間発

表会における研究成果の報告を義務づけて各専攻全体

でも研究の進捗状況を把握している。また、２年次に

は毎年度４月に開催される中国・四国地区高専専攻科

生研究交流会での発表を義務付けており、他の学会等

における研究発表も推奨している。 

これらのことから、教育の目的に照らして、教養教

育や研究指導が適切に行われていると思われるが、訪

問調査後に最終的に判断する。 

 

 

 

 

 

  

＜５－８－①＞ 

成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織とし

て策定され、学生に周知されているか。また、これら
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の規定に従って、成績評価、単位認定、修了認定が適

切に実施されているか。 

 

専攻科課程では「専攻科の授業科目の履修等に関す

る規程」によって、成績評価基準、単位認定基準を定

めている。成績評価は、定期試験等の成績及び平素の

学習状況等を総合して100点法により評価し、60点以

上に評価された科目はその単位を修得したものとして

認定することを明記している。60 点未満に評価された

科目のうち選択科目及び必修選択科目については、専

攻科再試験受験願により次の学期の定期試験期間中に

再試験を受験することができる。また、定期試験を病

気その他止むを得ない事由により受験できなかった者

は、専攻科追試験受験願により追試験を受験すること

ができる。履修要領には、修了要件及び修了認定規定

が定められている。これらはすべて「専攻科学生の手

引」に記載されており、年度当初に学生に配付される。

また、４月初旬に全専攻科生オリエンテーションにお

いても説明が行われ、学生に周知している。また、各

授業科目の成績評価方法はそれぞれの科目のシラバス

に記載されており、最初の授業時に授業担当教員から

説明がなされ、成績評価はシラバスどおり厳格に行わ

れている。それを証明するために各授業科目について、

シラバス、学年成績を算出した一覧表、学年成績を算

出した方法を記載した説明書、60 点以上の期末試験の

答案、最高得点の期末試験の答案を一括して保管して

いる。また、成績評価に関して、学生は担当教員に説

明を求め意見を述べることができる。修了認定は運営

会議において行われている。 

これらのことから、成績評価・単位認定規定や修了

認定規定が組織として策定され、学生に周知されてお

り、また、これらの規定に従って、成績評価、単位認

定、修了認定が適切に実施されていると思われるが、

訪問調査後に最終的に判断する。 

 

 

 

 

◎ 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定に

ついて、実際に学生が知っているかを把握している

のであれば、資料をもとに補足説明願いたい。  

【回答】 

年度当初に専攻科学生の手引を配布し、専攻科授業

科目履修届の提出時に指導教員が確認している。また、

４月初旬に全専攻科オリエンテーションが行われ、修

了要件について説明がされている。さらに、各授業の

最初の時間にシラバスを配布し、各授業科目の成績評

価について担当教員より説明がなされている。 

（訪問調査時提示資料） 

・平成24年度専攻科学生の手引 

 

○ 成績評価・単位認定や進級・卒業認定に関する規

定等に従って、実際の運用が適切に行われているか

どうかについて、答案、成績評価資料、議事録等を

確認したい。（訪問調査時）  

（訪問調査時提示資料） 

 ・成績判定資料(専攻科) 

 

○ 学修単位の授業科目について、１単位の履修時間

が、授業時間以外の学修と合わせて45時間であるこ

とを確認しながら単位認定を行っていることがわか

る資料があれば、提示願いたい。（訪問調査時）  

【回答】 

 45 時間の学修時間の確認は、担当教員に委ねられて

おり、修了判定会議においては、確認しながらの単位

認定は行っていない。 

 

【優れた点】 

（訪問調査後、確定する。） 

 

【改善を要する点】 
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（訪問調査後、確定する。） 
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書面調査による分析状況 訪問調査時の確認事項 

＜６－１－①＞ 

高等専門学校として、その教育の目的に沿った形で、

課程に応じて、学生が卒業（修了）時に身に付ける学

力や資質・能力、養成しようとする人材像等について、

その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行

われているか。 

 

当校の教育課程の企画・調整・全体運営のための全

学的な組織として教務委員会があり、ほぼ隔週で会議

が行われる。準学士課程の学科単位では、学科会議が

あり、準学士課程及び専攻科課程の学生の動向・学修

状況・成績について、より詳細な意見交換や検討がな

される。全学生の成績管理は教務係が行っている。 

専攻科課程においても、学科会議で日常的な学習状

況の把握が行われるが、２つの学科の卒業生で構成さ

れる機械・電気工学専攻の学生については、出身学科

の学科会議でそれぞれ詳細に取り扱われる。年３回程

度、準学士課程の機械工学科と電気情報工学科に所属

する教員が一堂に会して「機械・電気工学専攻合同会

議」が行われ、同専攻所属学生の学習状況把握や科目

の合格判定など、専攻全体に係わる審議を行う。 

当校の教育目的には、準学士課程卒業時あるいは専

攻科課程修了時に身につけさせることを明示してい

る。当校の教育は学年進行制のため、学年ごとの教育

目的の達成は、教務事項の「進級及び卒業」により判

断している。 

建設システム工学科・環境都市デザイン工学科にお

いては、４年次、５年次に「建築系選択科目」と「土

木系選択科目」に分類される選択科目を多数配置して

おり、他学科より開講単位数が多い。これにより取得

単位数割合は見かけ上、下がる。環境都市デザイン工

学科では建築士試験指定科目を設定することにより、

教育の目的達成に必要な知識を身につけさせている。 

準学士課程では選択科目の選択肢は限定的で、合計

単位数が少なく、科目の選択方法によらず教育の目的

が達成できる。したがって各学年の修了要件を満たす

ことで学年修了が確認できる。５年次の課程修了によ

り、教育の目的を達成できたことが確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 専攻科課程では選択科目が多く配当されている

が、学生がどの選択科目を履修しても、目的に掲げ

られた学校が意図する学生が修了時に身に付ける学

力や資質・能力、養成する人材像等の内容を満足す

るか、達成状況を把握する方法にも留意して、資料

をもとに補足説明願いたい。 

【回答】 

専攻科の修了要件として、選択科目については、

機械・電気工学専攻は最低16単位、物質工学専攻は

最低 22 単位、建設工学専攻は最低 18 単位を選択す

る必要がある。また、学習・教育目標を達成するた

めの最低科目数が定められており、科目を選択する

上で、その要件を満足する必要がある。達成状況を

把握する方法については、次の設問で回答する。 

（訪問調査時提示資料） 

・学修・教育目標達成度点検表(機械・電気工学専

攻11期生) 

 

 

◎ 専攻科課程では、学生が作成する「学習・教育目

標達成度点検表」（資料６－１－①－９）により、修

了要件を満たしているか確認するとあるが、提示さ

れている資料は、４年次、５年次の準学士課程の点

検表であり、これが専攻科課程の修了にどう影響す

るのか、また、「学習・教育目標達成度点検表」によ

る目的の達成状況を把握する方法について、資料を

もとに補足説明願いたい。 

【回答】 

  専攻科の修了要件として、選択科目については、

機械・電気工学専攻は最低16単位、物質工学専攻は

最低 22 単位、建設工学専攻は最低 18 単位を選択す
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専攻科課程では、教育の目的を達成するために必要

な科目が配置されており、専攻科課程修了要件を満た

すことは、専攻科課程の教育の目的を満たすことを包

含しているため、専攻科課程２年次の修了要件の満た

すことにより専攻科課程の教育の目的達成が判断でき

る。 

 準学士課程では教務係が、年４回（前学期中間、前

学期末、後学期中間、学年末）作成する「学業成績一

覧表」により、当該期までの学習状況が確認できる。

「学年末」期には「修学状況一覧表（Ａ）」が作成され、

当該学年までの単位取得状況が確認できる。両者によ

り、学修状況が確認・把握できる。 

「学年末」には、学科会議で進級・卒業判定を審議

した後に、全教員が参加する卒業判定会議において卒

業要件を満たしているか確認したうえで全学生の進

級・卒業認定を行っている。 

 専攻科課程では、教務係が年２回（前期末、後期末）

作成する「成績一覧表」と、学生が作成する「学習・

教育目標達成度点検表」により、各学科会議・専攻会

議及び運営会議による修了判定会議で、修了要件を満

たしているか確認した上で修了認定を行っている。 

 毎年度終了後、教務主事室では、学生の単位修得状

況を集計し、進級時や卒業（修了）時に身につけるべ

き学力や資質・能力の達成状況について、進級、卒業

（修了）要件確認を整理・分析し、教育の成果につい

て検証している。 

学科会議と専攻会議の議事録は、それぞれの学科と

専攻で保管されている。卒業判定会議、進級判定会議、

及び、専攻科修了判定会議の議事録は、学生課教務係

で保管されている。運営会議の議事録は、総務課で保

管されている。 

これらのことから、課程に応じて、学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力、養成しようと

する人材像等について、その達成状況を把握・評価す

るための適切な取組が行われていると思われるが、訪

問調査後に最終的に判断する。 

 

る必要がある。また、学習・教育目標を達成するた

めの最低科目数が定められており、科目を選択する

上で、その要件を満足する必要がある。４，５年次

および専攻科1、2年次の学習・教育目標達成度点検

表を追加資料とする。この表を使うと本校の学習教

育目標の達成状況を把握することができる。 

(追加資料６－１－①【別冊p．52 】) 

・学習・教育目標達成度点検表（H24入学生用） 

 

 

○ 学業成績一覧、修業状況一覧、進級・卒業（修了）

要件の確認状況がわかる資料、運営会議議事録を提

示願いたい。（訪問調査時）  

 （訪問調査時提示資料） 

 ・平成23年度学業成績一覧 

 ・成績判定資料(専攻科) 

 ・運営会議議事概要(専攻科修了判定会議) 

 

＜６－１－②＞ 

各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付け

る学力や資質・能力について、学校としてその達成状
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況を評価した結果から判断して、教育の成果や効果が

上がっているか。 

 

 準学士課程の全ての科目は、必修科目と必履修科目

及び選択科目に分類される。必修科目を修得できない

場合は、当該学年の課程修了が認められない。必履修

科目は当該科目の単位が修得できなくても、他の進

級・卒業要件を満たしていれば、進級・卒業が認めら

れる。 

必履修科目で単位認定されなかった科目数は、平成

22、23 年度で多くなった。学習意欲減退などで長期欠

席する者が多く在籍し、彼らが多くの科目で不合格と

なったことが影響している。しかし、全体で見ると、

未修得科目数を全学生数で割った数は、0.85と0.75科

目でしかなく、良好な修得状況である。 

学業成績の平均点は、５段階法で評価している。学

年修了・進級のためには単位当たり3.00以上が必要で

あるが、平均点は4.25～4.30であり、進級基準を大き

く上回っており、良好である。 

平成21年度以降、年度当初（４月）の学生数を基準

とする準学士課程の進級・卒業率は 93.2％であり、高

い値を維持している。 

 準学士課程では、実用英語検定、情報技術者試験、

専門的な国家資格等の資格取得後に学生が申請すれ

ば、卒業要件に入る単位として認定している。のべ申

請者数32人は準学士課程全学生数854人の3.7％に相

当する。 

 準学士課程の５年次生で行う卒業研究の成果は、卒

業論文としてまとめると共に、学科ごとに成果発表会

（卒業研究発表会）を行っている。また、各種学会の

学術講演会で年間、十数件から二十数件程度の研究発

表を行い、毎年度数人の学生が学会等から表彰を受け、

教員と連名で記した論文が学術雑誌に掲載されてい

る。 

 専攻科課程修了要件は62単位以上だが、修了時の平

均取得単位数は 64 以上である。成績 60 点以上の科目

が単位認定されるが、全科目の平均点は82点以上であ

る 

専攻科課程ではＴＯＥＩＣ受験を義務付けている。

学内で年間２回のＴＯＥＩＣ ＩＰ試験を実施してい

 

 

 

◎ 専攻科課程について、前観点の確認事項で回答を

求めた方法によって、学生が身に付ける学力や資

質・能力について、学校としてその達成状況を把握

した結果から、教育の成果や効果が上がっているか、

資料をもとに補足説明願いたい。 

【回答】 

  資料６－１－②－６より、専攻科修了学生の平均

点が年々上がっている。また、TOEICスコアも上がっ

ている。さらに、資料６－１－②－12 より、学会発

表件数も増加している。以上のことから、教育の成

果や効果が上がっている。 

（訪問調査時提示資料） 

 ・TOEIC試験成績(第10，11期入学生) 

 

○ 卒業研究並びに特別研究（研究論文）を提示願い

たい。（訪問調査時） 

 （訪問調査時提示資料） 

 ・平成23年度卒業研究論文(M，E，C，Z) 

 ・平成23年度特別研究論文集 

 

○ ＴＯＥＩＣスコア一覧、学会表彰一覧を提示願い

たい。（訪問調査時） 

 （訪問調査時提示資料） 

 ・TOEIC試験成績(第10，11期入学生) 

 ・平成23年度特別研究論文集 

 

○ 過去５年度にわたる各年度における準学士課程及

び専攻科課程のクラス別の在籍、退学、休学、留年

者数並びに進級率、卒業・修了率がわかる資料を提

示願いたい。  

 （訪問調査時提示資料） 

 ・平成20～24年度 教務委員会資料 
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る。専攻科課程 10 期入学生（平成 22 年度修了生）と

11期入学生（平成23年度修了生）は、ほぼ全員がＴＯ

ＥＩＣ試験を複数回受験している。初回受験時と最終

受験回のスコア比較では、過半数が向上しており、教

育の成果が上がっていると判断できる。 

 専攻科課程１年次と２年次で行う特別研究の成果

は、校内で発表される。１年次生は年度末の３月に特

別研究中間発表会として行う。これは１年次の特別研

究の単位認定審査会を兼ねている。 

２年次の年度末には、特別研究発表会として外部に

も公開して行う。専攻科課程２年間の研究成果は、特

別研究論文集として印刷・製本し、他高等専門学校な

ど関係機関に配布している。 

校外発表の機会として、毎年度４月に中国・四国地

区高等専門学校専攻科生研究交流会で、２年次生全員

及び１次年生の希望者が研究発表を行っている。 

学会の学術講演会や学会誌などへの論文投稿も積極

的に行っている。学会発表件数と学会誌掲載数の合計

を修了生の人数で割って算出した「平均業績数」は、

平成21年度が3.1件と特に多いが、他年度でも２件以

上の学会発表を行っている。全国規模の学会での発表

が大半であり、国際会議が毎年含まれている点は、高

く評価できる。 

これらのことから、各学年や卒業（修了）時等にお

いて学生が身に付ける学力や資質・能力について、学

校としてその達成状況を評価した結果から判断して、

教育の成果や効果が上がっていると思われるが、訪問

調査後に最終的に判断する。 

 

＜６－１－③＞ 

教育の目的において意図している養成しようとする

人材像等について、就職や進学といった卒業（修了）

後の進路の状況等の実績や成果から判断して、教育の

成果や効果が上がっているか。 

 

就職について、準学士課程、専攻科課程ともに就職

率（就職者数／就職希望者数）は極めて高く、就職先

も建設業や製造業、電気・ガス・水道業、運輸・通信

業関連などの当校が育成する技術者像にふさわしいも

のとなっている。進学についても、準学士課程、専攻

 

 

 

 

 

 

◎ 進学先のデータを、専門分野別（研究科・専攻、

学部・学科）に分類した資料等をもとに、教育目的

の成果や効果と適合していることを補足説明願いた

い。  

【回答】 
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科課程ともに進学率（進学者数／進学希望者数は極め

て高く、進学先も学科・専攻の専門分野に関連した大

学や大学院となっている。 

これらのことから、教育の目的において意図してい

る養成しようとする人材像等について、就職や進学と

いった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果か

ら判断して、教育の成果や効果が上がっていると思わ

れるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

 訪問調査時に提示して説明する。 

（訪問調査時提示資料） 

 ・進学先一覧表 

 

○ 近年の就職率（就職者数／就職希望者数）及び進

学率（進学者数／進学希望者数）がわかる資料の提

示を願いたい。  

（訪問調査時提示資料） 

 ・平成19～23年度 高専だより 

 

○ 卒業（修了）生中、就職・進学していない者の人

数について、過去５年分のデータを提示願いたい。

 （訪問調査時提示資料） 

 ・平成19～23年度 高専だより 

 

＜６－１－④＞ 

学生が行う学習達成度評価等、学生からの意見聴取

の結果から判断して、教育の成果や効果が上がってい

るか。 

 

準学士課程５年次生及び専攻科課程２年次生の学生

本人によるアンケート調査により学習等達成度評価を

実施している。 

平成23年度に実施した準学士課程５年次生、専攻科

課程２年次生に対するアンケート調査では、卒業・修

了時に身につけるべき学力や資質・能力に対する各項

目の評価は５段階評価でおおむね３以上と良好な結果

であった。 

これらのことから、学生からの意見聴取の結果から

判断して、教育の成果や効果が上がっていると思われ

るが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

 

 

 

 

 

◎ 自己評価書の当該観点（観点に係る状況）の学習

達成度評価アンケート調査結果の分析で、『準学士

課程の「３ 国際性を身につけ、英語による基本的な

コミュニケーション能力を身につける」、専攻科課程

の「Ｃ 豊かな国際感覚を持ち、英語による日常的な

会話のできるコミュニケーション能力を身につけ

る」・・・』と記述されているが、卒業（修了）時に

身に付ける学力や資質・能力との対応が不明瞭であ

る。学習達成度評価アンケート調査項目と準学士課

程及び専攻科課程の卒業（修了）時に身に付ける学

力や資質・能力との対応について、資料をもとに補

足説明願いたい。  

【回答】 

  『準学士課程の「３ 国際性を身につけ、英語によ

る基本的なコミュニケーション能力を身につける」、

専攻科課程の「Ｃ 豊かな国際感覚を持ち、英語によ

る日常的な会話のできるコミュニケーション能力を

身につける」・・・』を、『準学士課程の「Q.5世界に

飛躍するために必要な基礎的語学力やコミュニケー

ション能力」、専攻科課程の「Q.5 世界に飛躍するた
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めに必要な基礎的語学力やコミュニケーション能

力」』と修正する。Q.5は、学習・教育目標Eに対応

している。 

＜６－１－⑤＞ 

卒業（修了）生や進路先等の関係者から、卒業（修

了）生が在学時に身に付けた学力や資質・能力や、卒

業（修了）後の成果等に関する意見を聴取する等の取

組を実施しているか。また、その結果から判断して、

教育の成果や効果が上がっているか。 

 

３年おきに準学士課程卒業生・専攻科修了生及び就

職先企業を対象としたアンケート調査を実施してい

る。アンケート内容は、教育の目的に沿った形で当校

の卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・

能力や卒業（修了）後の成果等について、直接問うも

のではないが、当校の教育成果や、卒業（修了）後の

成果などについて調査・検討している。 

平成15、17、19年度の準学士課程卒業生（回答数62

人）に「準学士課程の教育」について、項目別に「役

立った・やや役立った（やや満足）・普通・あまり役立

たなかった・全く役立たなかった」の５段階評価で調

査した結果、全項目でおおむね「普通」以上の評価で

あった。特に、基礎学力、専門基礎学力、実験実習能

力、専門応用力では過半数が「役立った／やや役立っ

た」と回答しており、教育の目的が達成できているこ

とが窺える。 

準学士課程卒業生の就職先企業を対象（回答数 195

社）に「準学士課程卒業生のレベル」について、項目

別に、「満足・やや不満足（やや満足）・普通・やや不

足・不足」の５段階評価で調査した結果、大半の質問

項目で90％以上の企業が「普通」以上と評価した。「基

礎語学力・プレゼンテーション（プレゼン）能力」で

も 83％の企業が「普通」以上の評価であった。また、

大学学部卒業者との能力の比較アンケートでは、おお

むね同等以上の能力があると認められている。 

平成13年度以降の専攻科課程修了生対象（回答数39

名）の調査では、全質問に対して 77％以上の者が「普

通」以上と回答しており、教育の目的が達成できてい

ることが窺える。 

 専攻科課程修了生の就職先企業（回答数28社）への

 

 

 

 

 

 

 

◎ 資料６－１－⑤－１について、創造力と指導力を

まとめて評価する点について、その意図を補足説明

願いたい。  

【回答】 

  学修・教育目標 F に沿ったアンケートを取ったた

め創造力と指導力をまとめて調査した。 

 

○ 準学士課程卒業生・専攻科修了生及び就職先企業

を対象としたアンケートの調査結果を提示願いた

い。（訪問調査時）  

 （訪問調査時提示資料） 

 ・平成19，22年度準学士課程卒業生・専攻科修了生・

企業向けアンケート 
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調査では、「基礎語学力・プレゼンテーション（プレゼ

ン）能力」で「不足している」とする回答があったが、

その他の質問項目では全ての企業が「普通」以上と評

価した。また、大学学部卒業者との能力の比較アンケ

ートでは、多くの項目で同等以上の能力があると認め

られている。 

これらのことから、在学時に身に付けた学力や資

質・能力や、卒業（修了）後の成果等に関する意見を

聴取する等の取組を実施しており、また、その結果か

ら判断して、教育の成果や効果が上がっていると思わ

れるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

【優れた点】 

（訪問調査後、確定する。） 

 

【改善を要する点】 

（訪問調査後、確定する。） 
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書面調査による分析状況 訪問調査時の確認事項 

＜７－１－①＞ 

学習を進める上でのガイダンスが整備され、適切に

実施されているか。また、学生の自主的学習を進める

上での相談・助言を行う体制が整備され、機能してい

るか。 

 

学習を進める上でのガイダンスとして、年度当初に

学科生に対して学級オリエンテーション、専攻科生に

対して全専攻科生オリエンテーションを行っている。

前者では、各学級担任が学生便覧等をもとに学業成績

の評価方法や進級・卒業要件などの教務事項等を説明

し、後者では、専攻科長から専攻科学生の手引をもと

に開講科目や修了要件などの履修要領等を説明してい

る。各教科の授業の最初には担当教員がシラバスを配

付し、授業の目標、到達目標、成績評価等などを説明

している。また、準学士課程１年次では日帰り研修、

２年次では１泊２日の合宿研修、３年次では各科企画

の日帰り研修があり、これらの研修を通じて学習・生

活指導や進路指導も行っている。 

学生の自主的学習を進める上で、各学級担任は、個々

の学生の学習・生活指導や進路指導、各種情報の伝達

や相談・助言を行っており、平成15年度からの副担任

制度により、より充実した学生指導を行っている。専

攻科生に対しては、指導教員が担任の役割をし、専攻

主任、同副主任が専攻全般をサポートすることで、準

学士課程と同様の指導を行っている。授業担当教員に

よる教科ごとの自主的学習の相談・助言は、オフィス

アワーやこれ以外の時間で随時相談に応じている。 

これらのことから、学習を進める上でのガイダンス

が整備され、適切に実施されており、また、学生の自

主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備

され、機能していると思われるが、訪問調査後に最終

的に判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学生への相談・助言、オフィスアワー等の実施、

利用状況を示す資料を提示願いたい。  

 （追加資料７－１－①－１【別冊p．54 】） 

・教員の自己採点 

 (追加資料７－１－①－２【別冊p．56 】 

・平成23年度 メンタルヘルス関連相談件数 

（訪問調査時提示資料） 

 ・平成23年度教員の自己採点 

 

＜７－１－②＞ 

自主的学習環境及び厚生施設、コミュニケーション

スペース等のキャンパス生活環境等が整備され、効果

的に利用されているか。 
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学生の自主的学習を支援する設備には、各種教室、

情報処理センター、パソコン室、図書館などがある。

各科の教室（準学士課程）、講義室（専攻科課程）、自

習室、図書室、資料室は、定期試験前の自主的学習、

図書閲覧、文献調査の場所として利用されている。情

報処理関係設備では、無線ＬＡＮシステムが学内全域

に整備され、携帯情報末端があればどこでも学内ＬＡ

Ｎ及びインターネットが利用できる。また、情報処理

センターに 60 台、パソコン室（２室）に 90 台のパソ

コンを設置しており、月～金曜日の18時まで自由に利

用でき（教職員が施錠責任者として対応できる場合に

は、これ以外の曜日・時間も可能）、各教科の課題や卒

業研究などの書類作成、インターネットによる学内外

の情報収集や電子メールによる情報交換などに積極的

に利用されている。また、ウェブサイトや e-learning

システムを利用した自主的学習、図書の新着情報や蔵

書・文献検索等も可能である。平成21～23年度大学教

育・学生支援推進事業大学教育推進ＧＰプロジェクト

「自己成長力を加速する次世代ＩＣＴ活用教育」によ

り全教員と全学生に携帯情報端末が配付され、ＩＣＴ

を活用した様々な取組がなされている。 

図書館は、人文・社会科学、工学、自然科学など 10

分野の図書や視聴覚資料（ビデオ、ＤＶＤ）の貸出、

定期試験前などに自主的学習を行う場として活用され

ており、休業期間を除いて平日８時 30 分から 19 時ま

で、土曜日は９時から13時まで利用できる。図書館シ

ステムは平成21年度に長岡技術科学大学と高等専門学

校が統合図書館システムとして導入され、平成23年度

に最新の図書館システムに更新された。図書館のウェ

ブサイトには、各種の検索サイトが設けられており、

自由に文献検索ができる。学生用図書・雑誌は、教員

からの依頼のほかに、学生からの申し出や意見箱より

情報を入手して図書・情報係で選定して購入している。

また、定期的に学生図書委員会を開催し、図書館だよ

りの発行や図書館主催のイベントを企画・実行してい

る 。 

学生の生活環境を支援する設備には、建依会館、黒

潮会館、保健室、学生相談室、学生寮などがある。建

依会館には、100人程度が利用できる食堂、売店、課外

 

○ 情報処理センター、自習室、各種施設の利用実績

を示す資料があれば示願いたい。  

【回答】 

 （追加資料７－１－②－１【別冊p．57  】） 

・平成23年度図書館利用状況 

（追加資料７－１－②－２【別冊p．58  】） 

・平成24年度前期時間割 



高知工業高等専門学校（基準７ 学生支援等） 

- 51 - 

活動、集会や研修会などに使用できるサークル室があ

る。黒潮会館は、文化系クラブの活動室及び学生が長

期休業中に課外活動を行うための研修室として利用し

ている。保健室では、常勤看護師１人で急病者や悩み

を持った学生達への支援を行っている。学生相談室は、

相談室長１人、相談員 7 人、また学外の専門家である

非常勤カウンセラー２人（週３回）と精神科医１人（月

１回）で構成され、学生の個人的問題に関する相談、

精神保健に関する相談、学習上の問題に関する相談、

進路に関する相談などに応対している。また、専攻科

生２人（週１回）のピアサポーター制度による学生へ

のカウンセリングも行われている。総合科学科棟１階

ロビーと学内ＬＡＮに就職関連資料、学生課に編入学

試験関連資料の書架があり、学生が自由に閲覧でき、

進路の決定に役立てている。学生寮は、男子寮５棟（内

１棟の一部は女子寮として使用）と女子寮１棟の合計

６棟あり、それぞれ居住棟の各階には、テレビ、コン

ロ、冷蔵庫などが備えられた補食室、学内ＬＡＮに接

続したパソコンが利用できる（居室で携帯情報末端に

よる無線ＬＡＮ接続も可能）。学生寮の共用施設として

は、食堂、男子浴場、女子浴場、洗濯場、寮生集会な

どに利用できる教養棟、自転車置場などがある。 

これらのことから、キャンパス生活環境等が整備さ

れ、効果的に利用されていると思われるが、訪問調査

後に最終的に判断する。 

 

＜７－１－③＞ 

学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されて

いるか。また、資格試験や検定試験の受講、外国留学

のための支援体制が整備され、機能しているか。 

 

学生のニーズは、学生会が年１回開催する学生総会、

あるいは各クラスの評議員、文化・体育局の評議員と

女子学生代表者で２か月に１回行われる評議員会にお

いて決議され、その要望事項を学生主事室で把握し、

学生生活委員会で審議されて実行に移される。評議員

会では、学生会予算及び決算の承認や、文化・体育・

生活・予算・規約改正・広報・交通安全・女子学生環

境・高専祭・体育祭・よさこい祭・総合文化祭などの

各種執行委員会からの提案事項が決議される。 

 

 

 

 

 

◎ ＴＯＥＩＣ試験のための勉強会の開催や図書館と

パソコン室の開館時間の延長などの要望は、どのよ

うな方法によって把握できたのか、補足説明願いた

い。  

【回答】 

  専攻科学生との懇談会や学生総会，女子学生総会お

よび評議員会などで要望が上がり把握した。その他に

も自転車置場の拡張や更衣室の設置などが要望によ

り行われている。 



高知工業高等専門学校（基準７ 学生支援等） 

- 52 - 

また、専攻科生懇談会、留学生懇談会、１年生研修、

２年生合宿研修、３年生研修、クラブリーダー研修、

寮役員委嘱式、寮役員会などの学生との懇談会、研修

会、役員会の中でも随時要望の把握に努めている。 

図書館では、学生自らが希望する書籍をブックハン

ティング（年２回）において購入し、またロビーに意

見箱を設置し、学生の要望の把握に努めている。 

実用英語技能検定やＴＯＥＩＣ試験は英語担当教

員、工業英語技能検定は専門学科の工業英語担当教員

が対応しており、試験内容や試験日は掲示板や授業な

どで学生に周知・募集している。これらの支援として

試験のための勉強会等を実施している。また、平成 23

年度より当校在学中に指定された技能審査を取得した

場合、進級や卒業に必要な単位数に算入できるよう単

位認定している。 

海外英語研修は、当校とオーストラリアの Sydney 

Institute of Technologyとで学術交流に関する協定が

締結された平成11年度から実施している。国際交流室

により学生へ周知・募集され、希望する学生は事前勉

強会を経てシドニーにおける短期（約２週間）の英語

研修を受けることができる。 

これらのことから、学習支援に関する学生のニーズ

が適切に把握されており、また、資格試験や検定試験

の受講、外国留学のための支援体制が整備され、機能

していると思われるが、訪問調査後に最終的に判断す

る。 

 

 

○ 各種の方法により、学習支援に関する学生のニー

ズが把握できていることを示す根拠資料を提示願た

い。  

【回答】 

（追加資料７－１－③－１【別冊p．59 】） 

・平成23年度学生会の主な活動 

（追加資料７－１－③－２【別冊p．60 】） 

・専攻科学生と教員との懇談会での専攻科生から

の要望について 

（追加資料７－１－③－３【別冊p．61 】） 

・平成24年度切正寮指導生委嘱式及び高学年役員

認証式 

○ 外国留学実績についての資料を提示願いたい。 

【回答】 

 （追加資料７－１－③－４【別冊p．62 】） 

 ・海外英語研修の参加状況の推移 

＜７－１－④＞ 

特別な支援が必要と考えられる学生への学習支援体

制が整備されているか。また、必要に応じて学習支援

が行われているか。 

 

留学生に対しては、学級担任の指導に加えて同じク

ラスの学生１人が２年間チューターとなり、生活面や

学習面のフォローを行っている。また、時間割に「日

本語」、「日本事情」、「数学演習」、専門科の基礎的な

「工学演習」を特別科目として組み込んで学習指導を

行っている。 

編入学生に対しては、時間割に「数学演習」、専門科

の基礎的な「工学演習」の特別科目を組み込んで学習

 

 

 

 

 

◎ 発達障害の学生に対する学習支援を行っていれ

ば、支援の体制・内容について補足説明願いたい。

【回答】 

  本校では、平成 24 年度に発達障害の学生に対して、

教職員より構成された特別支援グループと、保護者、

市町村福祉事務所、本校特別支援グループより構成さ

れた支援連絡会によって学生の支援体制を構築し、必

要に応じて学習支援の対応を図っている。 
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指導を行っている。 

障害のある学生等に対しては、教職員により構成さ

れた支援グループを設置し、定期的な会議を開催し、

学生、保護者や市町村との連携により学習支援を行っ

ている。また、定期試験において希望する学生に別室

受験の便宜を図っている。 

これらのことから、特別な支援が必要と考えられる

学生への学習支援体制が整備されており、また、必要

に応じて学習支援が行われていると思われるが、訪問

調査後に最終的に判断する。 

 

 

◎ 成績不振学生、社会人学生等に対する学習支援を

行っていれば、支援の体制について、また、実際に

支援を行っているのであれば、内容についても補足

説明願いたい。  

 【回答】 

  本校では、成績不振学生に対して、１年生で「数

学演習A・B」、「英語演習基礎Ⅰ」、「物理演習１」、

２年生で「微積分演習」、「英語演習基礎Ⅱ」、「物

理演習２」を時間割に組込み、既に行われた講義内

容を理解させ、定着させるための演習を実施してい

る。 

（追加資料７－１－④【別冊p．63 】） 

・シラバス抜粋 

＜７－１－⑤＞ 

学生の部活動、サークル活動、自治会活動等の課外

活動に対する支援体制が整備され、適切な責任体制の

下に機能しているか。 

 

当校には体育系（22クラブ、２同好会）、文化系（14

クラブ、５同好会）のクラブがあり、顧問教員の指導

の下で自主的な活動が活発に行われている。全教員が

何らかのクラブの顧問となり、クラブ予算案の作成・

予算執行・物品管理の指導、学生の安全確保とその指

導、活動に必要な書類の承認・注意・指導、対外活動

の計画と引率、合宿の指導、顧問会等のクラブ関係集

会への参加を行い、クラブ活動を支援している。また、

平成18年度から休日クラブ担当教員を配置し、祝祭日

以外の土曜、日曜日の午前中に顧問不在の場合におい

ても課外活動が行われるようにしている。一方、これ

以外の時間帯は顧問教員の指導を必須としている。 

学生会の課外活動には、全学生が参加する星瞬祭、

クラス単位で競技を競うクラスマッチ、よさこい祭り、

献血があり、学生生活委員と学生会が協力して企画し、

全教員がその運営を積極的に支援している。学生寮で

は、寮生役員会が主催する愛寮イベントが行われ、寮

務委員がその運営を支援している。 

これらのことから、学生の課外活動に対する支援体

制が整備され、適切な責任体制の下に機能していると

思われるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

 

 

 

 

○ クラブの顧問の一覧表を提示願いたい。  

【回答】 

 （追加資料７－１－⑤【別冊p.70 】） 

 ・平成24年度（前期）クラブ顧問及び部長名 
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＜７－２－①＞ 

学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行

う体制が整備され、機能しているか。 

 

学生教育、生活・進路指導・福利厚生、寮生活の支

援・指導の主体となる組織として教務主事室、学生主

事室、寮務主事室がある。各主事室は、校長に指名さ

れた主事１人と主事補佐４、５人で構成され、任務に

当たっている。 

各学科内においては、定期的に学科教室会議や各種

ＷＧ会議が開催され、学科内学生の学習・生活指導な

どを討議している。また、当校は学年制を基本におき

学級を単位として教育を行っており、学級担任と副担

任が、学生一人一人の学習・生活指導や進路指導、各

種情報の伝達や学生の相談や要望などに応対してい

る。専攻科生に対しては、指導教員が担任の役割をし、

専攻主任及び同副主任が専攻全般をサポートすること

で、準学士課程と同様に指導を行っている。 

学生の個人的問題に関する相談や精神保健に関する

相談は、学生相談室（相談室長１人、相談室員７人、

学外非常勤カウンセラー２人、学外精神科医１人）で

対応している。 

学生の経済面に関する体制として、高等学校等就学

支援金制度（準学士課程１年次生から３年次生）によ

り町村民税所得割額に応じて支援金が支給されてい

る。また、日本学生支援機構奨学金等の奨学金制度が

用意されているほか、経済的な理由により授業料の納

付が困難であり、かつ学業優秀と認められる学生に対

して、その期に納付すべき授業料の全額又は半額を免

除する制度も準備されている。 

寄宿料についても、学生又は学資負担者が災害を受

け納付困難と認められる場合には、災害当月の翌月か

ら起算して６か月間の範囲内において、必要と認めら

れる期間免除を受けることができる。 

これらの経済的支援制度に関して、学生には、年度

当初の説明会、学生便覧への掲載、学級担任からの連

絡、ポスターやチラシの掲示を通じて周知・募集して

いる。 

これらのことから、学生の生活や経済面に係わる指

 

 

 

 

○ 各種経済的支援の過去５年の実績（希望者の充足

率を含む）についての資料があれば、提示願いたい。

【回答】 

 （追加資料７－２－①【別冊p ．72 】） 

 ・平成19～23年度授業料免除状況 
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導・相談・助言を行う体制が整備され、機能している

と思われるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

＜７－２－②＞ 

特別な支援が必要と考えられる学生への生活支援等

を適切に行うことのできる状況にあるか。また、必要

に応じて生活支援等が行われているか。 

 

留学生に対して、同じクラスの学生１人が２年間チ

ューターとなり、留学生指導教員と連携して生活面や

学習面のフォローを行っている。そのほかに、留学生

懇談会や留学生研修旅行を実施し、友人との親睦を深

め、日本の生活習慣や環境に親しむ取組を行っている。

これらのことから、特別な支援が必要と考えられる

学生への生活支援等を適切に行うことのできる状況に

あり、また、必要に応じて生活支援等が行われている

と思われるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

 

 

 

 

 

◎ 身体的障害のある学生や発達障害の学生への生活

支援状況・実績（施設に関するものを除く。）につい

て補足説明願いたい。  

【回答】 

  本校では、身体的障害のある学生や発達障害の学

生からの生活支援（施設に関するものを除く。）に関

する申し出はなく、具体的な事例はない。 

＜７－２－③＞ 

学生寮が整備されている場合には、学生の生活及び

勉学の場として有効に機能しているか。 

 

準学士課程１年次生（全寮制、自宅通学許可者、女

子学生を除く）及び２年次生は、低学年生であり、ま

た学生寮が勉学の場であることから、居住棟の各階に

３年次生以上の学生（指導生）を配置し、日課に従っ

て日常的な生活や学習などの質問や相談が行えるシス

テムとなっている。また、宿直教員が夕方17時より翌

朝８時30分まで学生寮敷地内で宿直をしており（休日

は日直教員も勤務）、平成 14 年度からは半当直教員も

加わり17時から21時30分まで生活指導が行われてい

る。 

居住棟は、男子学生寮１～５号館の５棟（５号館は

１、２階を女子、３、４階男子が使用）と女子学生寮

６号館１棟の合計６棟ある。各学生の居室には各人に

学習机、本棚、ロッカー、ベッドが備えられ、日課に

従って、学習できる環境になっている。また、それぞ

れ居住棟の各階には、テレビ、コンロ、冷蔵庫などが

備えられた補食室、学内ＬＡＮが利用できる無線ＬＡ

Ｎ設備も設けられている。 

 

 

 

 

◎ 学生寮への入寮希望者のうち、どのくらいの割合

の者が収容されているか、補足説明願いたい。  

 【回答】 

  本校では、平成14～24年度において、入寮希望者

のうち平均82.8%の学生（男女合わせて）が入寮して

いる。 

（追加資料７－２－③【別冊p ．77 】） 

・入寮者数その他 
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 学生寮の共用施設としては、食堂、浴場、洗濯場、

教養棟、自転車置場がある。教養棟は勉強会、寮生集

会等に利用されている。 

 学生寮の環境整備は、運営費交付金及び寮生経費を

充て、毎年度数千万円程度が投じられている。学生の

日常生活に必要な冷蔵庫、洗濯機、除湿機などは毎年

度順次更新しており、老朽化した物品の修理も適宜行

っている。 

 平成23年度には、近い将来発生するとされる南海地

震を想定し、施設マネジメント委員会における審議を

経て、屋上への避難階段の設置及び屋上手すり取つけ

などの改修が行われている。 

これらのことから、学生寮が、学生の生活及び勉学

の場として有効に機能していると思われるが、訪問調

査後に最終的に判断する。 

 

＜７－２－④＞ 

就職や進学等の進路指導を行う体制が整備され、機

能しているか。 

 

全校的な進路指導方針等は、進路指導委員会で調

整・協議される。学科単位での進路相談や指導は学級

担任と学科長、専攻科では指導教員と専攻主任が主体

となり実施している。進路支援室では、準学士課程１

～３年次生を対象に特別活動の時間を利用して進路支

援講演会を行っている。また、準学士課程４年次生と

専攻科課程１年次生に対して企業合同説明会、高知県

内企業を対象とした説明会を行い、学生が将来の就職

先を考える機会を与えている。 

進路支援室は、学生に適切な進路指導を行うために、

校外の研修会に参加して情報収集や意見交換にも努め

ている。また、学級担任と学科長は、個々の学生の進

路指導や相談に随時応じている。一方、保護者とは年

に２回（７月と10月）開催される保護者会で相談に応

じている。夏季休業中には、地区別後援会において保

護者を対象とした進路説明を行っている。 

 進学の試験対策として、大学編入学希望者を対象に、

編入学試験に必要な物理、化学、数学を各々の担当教

員が準学士課程４年次生に「物理学演習」と「化学演

習」、準学士課程５年次生に「数学特論」（選択授業）

 

 

 

 

◎ 進路支援プログラムについて、補足説明願いたい。

また、低年次の進路支援策の具体的な方針があれば

補足説明願いたい。  

【回答】 

進路支援プログラムを通じて、低年次から将来の

進路を意識、考えさせる機会を与え、将来の進路を

熟慮とともに決定できるよう多面的な支援を行って

いる。 

（追加資料７－２－④【別冊p.78 】） 

 ・平成23年度進路支援プログラム実施状況 
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を開講している。就職試験対策としては、就職試験対

策模擬試験などを放課後などに定期的に行っている専

門学科もある。また、総合科学科棟１階ロビーと学内

ＬＡＮに就職関連資料、学生課に編入学試験関連資料

の書架があり、学生が自由に閲覧できるようになって

いる。 

これらのことから、就職や進学等の進路指導を行う

体制が整備され、機能していると思われるが、訪問調

査後に最終的に判断する。 

 

【優れた点】 

（訪問調査後、確定する。） 

 

【改善を要する点】 

（訪問調査後、確定する。） 
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書面調査による分析状況 訪問調査時の確認事項 

＜８－１－①＞ 

学校において編成された教育研究組織の運営及び教

育課程の実現にふさわしい施設・設備が整備され、適

切な安全管理の下に有効に活用されているか。また、

施設・設備のバリアフリー化や環境面への配慮がなさ

れているか。 

  

当校の校地面積及び校舎面積は高等専門学校設置基

準を満たしている。教室・研究室・実験室がある全て

の建物及び全ての寮建物の耐震補強工事、屋上の手す

り取付工事を完了している。教室は合計20室あり、い

ずれも70㎡以上の広い面積を確保している。全教室・

教員研究室等には冷暖房設備を設置済みである。また、

ほとんどの教室にはプロジェクター及びスクリーンを

設置している。 

  さらに、専攻科や選択科目の授業などにも対応でき

るよう講義室やゼミ室、合併教室、また、実習工場や

各種の実験室も整備している。教室や実験室及び実験

設備の稼働率は、おおむね有効に活用されている。 

 情報処理教育のために、情報処理センターと２室の

パソコン室を整備している。図書館には 112 席の開架

閲覧室をはじめ、地域連携センターがあり、図書利用

以外にも多目的に使用している。 

運動施設は、運動場や体育館、プール、球技コート、

武道場などを整備し、主に体育の授業や課外活動など

で利用されていることに加え、隣接する物部川の河川

敷の一部を借り上げて整備し、野球練習場として使用

されている。 

また、校外への学生の移動手段として、46 人乗りの

スクールバスも整備している。学内共通使用の施設や

設備は、学内ＬＡＮ上でのウェブグループウェアを使

って、学内のどこからでも使用予約やその予約状況の

確認ができ、施設設備の利用効率を向上させているの

に加え、学校施設の有効活用に関する規則を制定し、

校舎等教育研究施設の有効活用を図っている。 

建物のバリアフリー化については、学生寮を含むほ

とんどの建物でスロープを設置済みである。また、専

攻科棟・総合科学科棟・機械工学科棟・図書館につい

 

 

 

 

 

 

 

◎ 学生に対する安全教育の実施状況について、資料

をもとに補足説明願いたい。 

【回答】  

1.実験等における安全教育 

 各学科の実験・実習科目において、最初の授業に実

験実習安全必携を配布し、安全教育を行っている。 

（訪問調査時提示資料） 

 ・実験・実習安全必携 

 

２．生活面に関する安全教育 

 学校および学生寮において、火災に対する防災訓練

に加え、南海地震を想定した避難訓練を毎年行ってい

る。また、交通安全教育は、１～３年次の特別活動に

おいて警察に依頼して行っている。３年生以上のバイ

ク通学生を対象とした実技講習会を実施している。 

（訪問調査時提示資料） 

 ・防災訓練実施要項 

 ・学寮防災訓練実施要項 

 ・二輪車講習会実施要項 

  

◎ 教育研究にふさわしい環境整備への配慮・対応を

しているか、補足説明願いたい。  

【回答】 

年一回、校内重点点検を行い、環境整備の状況チ

ェックを行っている。キャンパス全体の整備計画は、

主に施設マネジメント委員会で議論されている。将

来計画は、キャンパスマスタープラン（平成２３年

度）としてまとめられている。 

（追加資料８－１－①【別冊p．79 】） 

・平成23年度高知工業高等専門学校安全衛生活動計画

表 
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てはエレベーター又は車椅子補助階段が設置されてお

り、車椅子使用者でも全ての階にアクセス可能である。

学生寮では車椅子等での生活を考慮した棟を決め、１

階での生活（スロープ・トレイ等）についてバリアフ

リーを完了している。女子寮には車椅子対応の浴室を

設置済みである。使用電力の低減のため、総合科学科

棟屋上に定格40kw の太陽光発電設備を設置している。

また、学校全体の環境負荷低減のため、環境マネジメ

ント委員会を設けており、エネルギー使用量・紙など

の消耗品の使用量・廃棄物処理や化学薬品の適切な管

理について毎年検討を行っている。 

 設備の安全な運営のため、安全衛生委員会を組織し

ている。当委員会では津波対策など全体的な安全方針

の決定に加えて、適宜校内巡視を行い、安全性の向上

に務めている。 

これらのことから、学校において編成された教育研

究組織の運営及び教育課程の実現にふさわしい施設・

設備が整備され、適切な安全管理の下に有効に活用さ

れており、また、施設・設備のバリアフリー化や環境

面への配慮がなされていると思われるが、訪問調査後

に最終的に判断する。 

 

＜８－１－②＞ 

教育内容、方法や学生のニーズを満たすＩＣＴ環境

が十分なセキュリティ管理の下に適切に整備され、有

効に活用されているか。 

 

学内では高速のギガビットネットワークが敷設さ

れ、学外とは 100Mbps で高知県新情報ハイウェイに接

続し、SuperCSI（学術ネット）と高速接続（20Mbps）

している。同時に学内には、無線ＬＡＮアクセスポイ

ントが 154 台設置され、グラウンドや体育館の一部を

除く学内ほとんどの場所でのネットワークの接続が可

能となるよう整備している。このネット網に約50台の

サーバや研究・教育用パソコン端末が接続されている。

また、学生自身がノートパソコンを準備し、無線ＬＡ

Ｎ接続の登録を行うことで、学生寮を含む学内施設の

どこからでも、自由にネットワークを利用することも

できる。さらに、この無線ＬＡＮ網を活用し、文部科

学省・平成 21 年度大学教育・学生支援推進事業大学

 

 

 

 

 

◎ 平成 21 年度大学教育・学生支援推進事業大学教

育推進プロジェクト「自己成長力を加速する次世代 

ＩＣＴ 活用教育」により、携帯情報端末を全学生

（905 台）に貸与されているが、携帯情報端末の利

用状況について補足説明願いたい。 

【回答】  

  本校における携帯情報端末の利用状況の報告例を

示す。 

（追加資料８－１－②－１【別冊p.81 】） 

・高知高専の全学生がipod  touchを使う次世代ICT

活用教育について 

（訪問調査時提示資料） 

 ・大学教育・学生支援推進事業【テーマA】大学教員
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教育推進プロジェクト「自己成長力を加速する次世代 

ＩＣＴ 活用教育」により、携帯情報端末を全学生（905 

台）に貸与されている。これにより、随時電子メール

の確認や、e-learning 教材の実行も自由に行うことが

できる。教材配布アプリ、英語学習アプリ等は学内で

開発されており、無線 ＬＡＮ 環境のないオフライン

の状態でも閲覧できることから、利便性が高い。また、

学生用のネット掲示板や教職員用のウェブグループウ

ェアを使って学内情報を共有するシステムも構築して

おり、日常的に利用されている。 

情報処理教育は、主に情報処理センターの演習室と

パソコン室（専攻科棟）で行われている。授業内外で

学生が利用可能なパソコンは、センターとパソコン室

で合計 166 台を準備しており、授業や実験、卒業研究

などのほか、各種公開講座や講習会、研修、学生の課

外活動などに幅広く利用されている。 

情報ネットワークのセキュリティに関しては、学内

と学外の接続部にファイアーウォールや有害サイト等

へのアクセスを制限した proxy サーバーを設置して不

正アクセス等を防止している。電子メールの送受信で

は、アンチウイルスゲートウエイサーバーの設置によ

るウイルスメール対策を行い、さらにスクールライセ

ンスでアンチウイルスサーバーを設置し、全教職員と

学生にアンチウイルスソフトを提供するとともに自動

更新サービスを行っている。 

 情報ネットワークの管理、セキュリティ対策などは、

情報セキュリティポリシーを制定した上に、情報処理

センター運営委員会及び、情報処理センター技術職員、

各学科の管理者で管理運営を行っている。 

さらに、毎年度当初には、全学生対象にネチケット

教育を実施し、健全なネット運営を図っている。 

以上のハードウェア環境に加え、平成22年からは包

括ライセンス・教育支援契約により、当校においても

教職員のパソコンのみではなく、学生が所有している

パソコンについても、１人１台限りは在学中、及び卒

業後一定の期間について文書作成や表計算を行うソフ

ト等を学生の負担なしで使用することが可能になっ

た。プレゼンテーションソフト等を個人のパソコンで

使用することで、授業での成果を自主学習することが

できる。 

推進プログラム 事業結果報告書 

 

◎ 国立高等専門学校機構情報セキュリティポリシー

をもとに、具体的なセキュリティ対策基準が作成さ

れ運用されているか、資料とともに補足説明願いた

い。 

【回答】 

 情報セキュリティ管理規程（平成２３年度改訂）を

制定している。 

(追加資料８－１－②－２【別冊p．83 】) 

 ・国立高等専門学校機構情報セキュリティポリシー

概要図 

◎ 無線ＬＡＮ網への不正アクセス防止等のセキュリ

ティ対策の実施状況並びに安全に運用管理されてい

るのかを補足説明願いたい。 

【回答】  

  WPA２レベルの暗号化に加え、校内・寮内の無線LAN

に接続するためには、学生・教員を問わず事前に情

報処理委員会に各パソコンの無線LANのIDを申請す

る必要がある。申請されたIDのみしか接続できない

ようハードウェアレベルで管理しているため、無許

可の端末（スマートフォンを含む）は基本的に接続

することができない。また、許可された端末から不

正なサイトなどに接続された場合も追跡が容易であ

る。さらに、学生用と教員用の無線 LAN 接続は、別

の SSD で運営されているため、教員データの不用意

な流出を極力防げる構成になっている。 

 

◎ 情報処理施設の、授業時間外の利用状況について

資料をもとに補足説明願いたい。  

【回答】 

時間帯別の利用状況が取得できないシステムになっ

ている。参考までにシステム更新前のデータを示す。

（追加資料８－１－②－３【別冊p．86 】） 

 ・平成19年度情報処理センター利用状況 
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これらのことから、教育内容、方法や学生のニーズ

を満たすＩＣＴ環境が十分なセキュリティ管理の下に

適切に整備され、有効に活用されていると思われるが、

訪問調査後に最終的に判断する。 

 

＜８－２－①＞ 

図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必

要な資料が系統的に収集、整理されており、有効に活

用されているか。 

 

図書館には、自然科学や工学をはじめ、人文、歴史

など10分野の図書や学術雑誌を収集し管理している。

開架閲覧室は、閲覧定員が112席で、平日の８時30分

から 19 時までと土曜日の９時から 13 時まで開館して

いる。図書館ウェブサイトは、インターネット経由で

蔵書検索や文献等の検索もできるよう整備している。

蔵書情報の検索用等に計７台のパソコンと視聴覚機材

用にテレビ－ビデオ／プレーヤー１セットを設置し、 

学生に開放している。 

平成23年度末の蔵書数は、96,190冊（内、洋書は約

９％）、雑誌約500種、視聴覚教材約396件であり、毎

年図書を追加し充実させている。図書等の整備は、学

生の意見箱や直接あるいは図書委員を通じての要望、

話題性やトピック性、系統性等を配慮して図書館教職

員の判断や各学科の教員の意見をもとに行っている。

平成 22 年度の入館者数は 28,394 人で、貸し出し冊数

は3,477冊であった。 

図書館の運営や利用に関しては、図書館規程が定め

られており、図書館長が図書館を統轄している。また、

学生図書委員会を組織化し、図書の整理・整頓などの

活動のほか、各委員はクラスからの要望を汲み上げる

パイプ役を担っている。この委員会の活動をもとに「図

書館だより」を発行している。また、図書館主催のイ

ベントとして、一般学生と一緒に書店で購入図書を選

ぶブックハンティング、文芸コンクールなどを企画し、

図書の利用促進の取り組みを行っている。さらに、一

般市民等学外者の利用や文献複写サービスなども実施

している。 

これらのことから、図書、学術雑誌、視聴覚資料そ

の他の教育研究上必要な資料が系統的に収集、整理さ

 

 

 

 

 

◎ 一般学生へのブックハンティングの目的や内容を

実績等に留意して、補足説明願いたい。  

【回答】 

教職員が選定した専門書以外の書籍について、学

生が希望する文学書などを購入することにより学生

の図書館利用率の向上を目的としている。学生が直

接書店に出向いて現物を見てその場で購入を決定し

ている。平成 23 年度は、学生 26 名、教員５名（ア

ドバイス担当）が参加した。平成 24 年は、定員 30

名で9/28に実施予定である。 

（追加資料８－２－①【別冊p ．87 】） 

 ・ブックハンティングの参加者募集について 
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れており、有効に活用されていると思われるが、訪問

調査後に最終的に判断する。 

 

【優れた点】 

（訪問調査後、確定する。） 

 

【改善を要する点】 

（訪問調査後、確定する。） 
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書面調査による分析状況 訪問調査時の確認事項 

＜９－１－①＞ 

教育の状況について、教育活動の実態を示すデータ

や資料が適切に収集・蓄積され、評価を適切に実施で

きる体制が整備されているか。 

 

当校における教育活動の実態を示す主なデータであ

る成績評価関係資料は、準学士課程・専攻科課程の全

学年を対象として、定期試験問題及び模範解答を学生

課教務係に保存蓄積している。また、準学士課程・専

攻科課程全学年を対象として、定期試験の答案用紙等

の全数を各学科で保管している。さらに、日本技術者

教育認定機構による教育プログラム対象科目について

は、学習・教育目標の達成を示すための資料を科目ご

とに小箱に入れて図書館に保管し、全教員が自由に閲

覧可能とし、学科長と教務委員が資料の内容をチェッ

クする体制になっている。 

学校全体の日常的な教育点検は、主に教務委員会、

教育改善推進委員会等で行われる。学生の学習・教育

目標達成度の評価・検討は、全教員が出席して年度末

に開催される進級判定会議において行われる。また、

参与会（外部からの第三者組織所属の有識者の会）に

よる点検・評価に加え、自己点検・評価委員会が、校

内の各種委員会に自己点検項目を提示し、報告を受け

ることにより、点検・評価結果が取りまとめられ、今

後どのような教育の改善に取り組むべきかの指針を与

え、各種委員会、学科、教員にフィードバックされる

体制となっている。 

これらのことから、教育の状況について、教育活動

の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積され、

評価を適切に実施できる体制が整備されていると思わ

れるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

 

 

 

 

 

◎ 教育の状況について、教育活動の実態を示すデー

タや資料を、電子的に収集・蓄積している場合、電

子データとしての収録範囲、閲覧可能な者の範囲、

セキュリティの保持について、補足説明願いたい。

【回答】 

 準学士課程・専攻科課程の全学年の成績評価関係の

電子データは、学生課教務係の専用サーバ内のスト

レージに蓄積されており、指定された職員のみがデ

ータにアクセスできる体制になっている。閲覧可能

な人の範囲については、訪問調査時に確認して下さ

い。定期試験問題および模範解答は PDF 化し記録媒

体に保存したものを、鍵がかかる場所に保管してい

る。 

○ 教育の状況について、教育活動の実態を示すデー

タや資料が適切に収集・蓄積されているか、実際の

保存場所を確認したい。（訪問調査時）  

【回答】 

 教育活動の実態を示す資料は、学生課教務係および

図書館に保存している。 

＜９－１－②＞ 

学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行われ

ており、それらの結果をもとに教育の状況に関する自

己点検・評価が、学校として策定した基準に基づいて、

適切に行われているか。 
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学生からの意見の聴取を行う取組としては、平成 12

年度から、全開講科目対象とした授業評価アンケート

が全学的に実施されている。平成15年度からはウェブ

アンケートシステムを用いて調査をしており、平成 20

年度以降は年度内に２回の調査を行い、年度途中で授

業改善項目の把握等に役立てている。それらの結果は

学内ＬＡＮを活用して全教員及び全学生にウェブサイ

トで公表している。また、教員の意見は、教員の自己

申告書（学生の授業評価アンケート結果等を参考にし

た自己検証を含む）や教員相互評価等で聴取している。

学外関係者の意見は、年１回開催される参与会、３

年ごとに実施される就職先企業アンケート調査及び卒

業生アンケート調査、年２回開催される保護者会、年

３回開催される後援会、年５地区で開催される地区会

等を通じて聴取している。 

聴取した意見等をもとに、教務委員会、教育改善推

進委員会、個人評価委員会、自己点検・評価委員会等

が、教育の状況に関する点検・評価を中期計画・年度

計画に基づき行い、最終的に自己点検・評価委員会が

報告書としてまとめている。 

これらのことから、学校の構成員及び学外関係者の

意見の聴取が行われており、それらの結果をもとに教

育の状況に関する自己点検・評価が、学校として策定

した基準に基づいて、適切に行われていると思われる

が、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

◎ 各種アンケート評価等の教育状況に関する自己点

検・評価が、学校として策定した基準でどのように

評価されているのか、資料をもとに具体的に補足説

明願いたい。 

【回答】 

  教務委員会や教育改善推進委員会など各部署は、

各種アンケート評価等の教育状況に関する自己点

検・評価を、達成度合いを基準として４段階で評価

している。その結果等を自己点検・評価委員会で最

終的に点検・評価している。 

（訪問調査時提示資料） 

 ・高知高専 将来構想(中期計画)・平成23年度年度

計画進捗状況表 

 

◎ 授業アンケート評価に対して各教員がどのように

自己点検を行っているか、具体的に補足説明願いた

い。  

【回答】 

 観点９－１－④を参照のこと 

 （追加資料９－１－②【別冊p. 88 】） 

・授業評価アンケート・授業改善に関する教員の意

識調査 

○ 参与会、就職先企業アンケート調査、保護者会、

後援会、地区会等での意見の集約資料等を提示願い

たい。（訪問調査時）  

【回答】 

 （訪問調査時提示資料） 

 ・参与会報告書 

 ・平成22年度準学士課程卒業生・専攻科修了生・企

業向けアンケート 

 ・後援会・地区会等での意見まとめ 

 

＜９－１－③＞ 

各種の評価の結果を教育の質の向上、改善に結び付

けられるような組織としてのシステムが整備され、教

育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じら

れているか。 

 

当校の教育改善を進めるシステムは、学校・教育プ

ログラムのスパイラルアップを目的とする全般的な仕

 

 

 

 

 

 

◎ リエゾン・企画委員会等、継続的な改善に関係す

る委員会の１年間の審議回数を提示願いたい。 
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組みであり、各種委員会がその役割を明確にするため

に、ＰＤＣＡサイクルによって、教育活動の継続的改

善を図るように構築されている。 

教育方針や法的及びその他社会的要請に基づく計画

において、学習・教育目標の設定及びカリキュラムの

設計には、各学科・各専攻会議からの提案をもとに教

務委員会で審議が行われる。重要事項については、運

営会議で審議する。設定された教育目標・計画を達成

するための教育活動の実施・運用については、教務委

員会や教育改善推進委員会が主体となり、また学習環

境や学習支援に関しては、学生生活委員会や寮務委員

会等でも審議・検討されている。 

計画・実施・運用状況等についての点検・検証は、 第

三者評価組織をはじめ、保護者・卒業生・企業及び学

内の各種委員会で行われている。さらに各学科におい

ても学科会議、専攻会議などで、専攻及び学科内部に

おける教育課程の見直し等の事項について点検を行

い、諸問題の解決に当たっている。当校の総合的な点

検・評価は、自己点検・評価委員会により行われ、点

検・評価結果は、当校の改善システムの中心であるリ

エゾン・企画委員会に報告され、改善策の具体化を促

し、継続的な改善や見直し措置を行うシステムが整備

されている。参与会での意見をもとに当校の対応とし

て、教育システムやＩＣＴ教育の改善に取り組んでい

る。また、教育課程の大幅な変更として平成19年度に

リエゾン・企画委員会で混合学級編成や習熟度別学級、

ティーチングアシスタント（ＴＡ）制、文系コース設

置等について審議され、平成20年度から混合学級の実

施や補習授業にＴＡ制度を導入するなど教育の質の向

上や改善に向けての方策が継続して講じられている。 

これらのことから、各種の評価の結果を教育の質の

向上、改善に結び付けられるような組織としてのシス

テムが整備され、教育課程の見直し等の具体的かつ継

続的な方策が講じられていると思われるが、訪問調査

後に最終的に判断する。 

 

【回答】 

 リエゾン・企画委員会の1年間の開催数として平成

23年度は２回、平成22年度は４回、平成21年度は４

回の審議を行っている。 

 

○ 自己点検・評価委員会による報告書、リエゾン・

企画委員会の議事録を提示願いたい。（訪問調査時）

 【回答】 

 （訪問調査時提示資料） 

 ・自己点検・評価委員会議事要録 

・リエゾン・企画委員会議事要録 

 

＜９－１－④＞ 

個々の教員は、評価結果に基づいて、それぞれの質

の向上を図るとともに、授業内容、教材、教授技術等

の継続的改善を行っているか。また、個々の教員の改
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善活動状況を、学校として把握しているか。 

 

学生による授業評価アンケート結果に基づき、非常

勤講師を含む全教員は各自の評価結果に対して、授業

内容等を自己分析しコメントを提示している。授業評

価結果及びコメント内容は、学内ＬＡＮを通じて全学

生、全教員に公表している。また、準学士課程で開講

されている全授業を対象に教員の授業参観期間が設け

られており、授業参観コメントに基づく教員同士の相

互評価も行われ、授業改善等に継続的に役立てている。

個々の教員の具体的な教育改善活動状況について

は、教育改善推進室が調査を行い、授業評価アンケー

ト結果等を受けて、授業手法の工夫や対話型の授業を

取り入れるなど多くの授業改善が実践されている。ま

た、各教員は教育研究活動等に係る自己申告書や教育

に関する事項（授業等）について、年度終了後に自己

目標に対する達成度を自己検証し報告することになっ

ており、学校として教員の教育改善活動状況を把握す

る体制が整っている。 

これらのことから、個々の教員は、評価結果に基づ

いて、それぞれの質の向上を図るとともに、授業内容、

教材、教授技術等の継続的改善を行っており、また、

個々の教員の改善活動状況を、学校として把握してい

ると思われるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

 

 

◎ 資料９－１－④－３は、授業手法の工夫や対話型

授業の状況を説明したもので、改善の事例とは読み

取れないため、これらが学生による授業評価アンケ

ート結果を受けての改善例であることを具体的に補

足説明願いたい。 

【回答】 

  追加資料９－１－④－1は、全教員に対して行われ

た授業アンケート・授業改善に関する教員の意識調

査の一部である。資料９－１－④－３は、そのアン

ケート集計結果である。追加資料９－１－②に示す

通り、多くの教員が授業の改善に授業評価アンケー

ト結果が役立っていると認識している。これらから、

資料９－１－④－３は、授業評価を受けての改善例

である。 

 （追加資料９－１－④－１【別冊p. 94 】） 

 ・授業アンケート・授業改善に関する教員の意識調

査より抜粋 

 

◎ 授業参観コメントに基づく教員同士の相互評価

で、実際にどのような改善が行われているか具体的

に補足説明願いたい。 

【回答】 

  学生の授業評価アンケートでは、五者択一形式の

アンケート方法であり、学生による自由記述意見の

聴取はできていない。その点、授業参観コメントに

よる相互評価では、各自の授業手法についての長所

や短所を具体的に指摘できるため、改善の方向性を

探る上での指標に役立ち、アンケート評価での不足

分を補完できる点において授業改善に寄与してい

る。 

（追加資料９－１－④－２【別冊p. 95 】） 

 ・平成21年度教員による授業参観実施報告より抜粋

 

◎ 個々の教員が行っている授業内容、教材、教授技

術等の継続的改善について、特に教育研究活動等に

係る自己申告書で、（６）学生による授業評価の項目

の自己目標に対する達成度を自己検証し報告した結

果、改善に結びつけた事例について資料をもとに具
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体的に説明願いたい。  

【回答】 

追加資料９－１－④－1は、全教員に対して行われた

授業アンケート・授業改善に関する教員の意識調査

の一部である。資料９－１－④－３は、そのアンケ

ート集計結果である。追加資料９－１－②に示す通

り、多くの教員が授業の改善に授業評価アンケート

結果が役立っていると認識している。これらから、

資料９－１－④－３は、授業評価を受けての改善例

である。 

 （追加資料９－１－②【別冊p.88 】） 

・授業評価アンケート・授業改善に関する教員の意

識調査 

＜９－１－⑤＞ 

研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

 

準学士課程５年次生の「卒業研究」、専攻科課程の「特

別研究」は、個々の教員の専門分野の研究内容が反映

されており、専門分野における研究過程を教育に役立

てている。学生の学会発表の数及び質は高く、学会表

彰等も多数あることから、研究活動が、学生の問題解

決能力や論理的な文章作成技術・プレゼンテーション

能力向上に寄与していると伺える。また、e-learning

の研究活動をもとに携帯情報端末を用いたＩＣＴ活用

教育による英単語力増進の取組は全学的に実施され、

学習結果を校内ランキングとして表示するなど、学習

意欲を高める工夫を取り入れている。さらに、具体的

な教育方法の改善についての研究を授業に活かし、英

語文法能力育成を試みた「タスクを中心とした言語教

育」の取組が行われている。 

これらのことから、研究活動が教育の質の改善に寄

与していると思われるが、訪問調査後に最終的に判断

する。 

 

 

 

 

◎ 「さらに、具体的な教育方法の改善についての研

究を授業に活かし、英語文法能力育成を試みた「タ

スクを中心とした言語教育」の取組があり、テスト

の正答平均値の伸び率が向上する成果が得られてい

る」事例で、具体的に向上した伸び率が分かる資料

を示して補足説明願いたい。 

【回答】 

  追加資料９－１－⑤の図２と図３に各検証授業の

各グループ別テストの正答平均値の推移を示してい

る。グループ A とグループ B の正答平均値の伸び率

が著しく、取り組みの効果が示されている。 

（追加資料９－１－⑤【別冊p. 96 】） 

 ・平成22年度高専教育講演論文集より抜粋 

 

○ 学会表彰の一覧を確認したい。（訪問調査時）  

【回答】 

 （訪問調査時提示資料） 

 ・表彰一覧 

 

＜９－２－①＞ 

ファカルティ・ディベロップメントが、適切な方法

で実施され、組織として教育の質の向上や授業の改善

に結び付いているか。 
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当校のＦＤ活動は、教育改善推進委員会が主体とな

って企画立案し、平成23年度は、新任教員ＦＤ研修会

報告をはじめ、ティーチング・ポートフォリオ作成ワ

ークショップや効果的なグループワーク技法等の授業

技術の改善・向上を推進する様々なＦＤ研修会が行わ

れ、のべ56人の教員が学内外で開催される各種教育講

演会・研修会に参加している。また、ＦＤ活動による

取組は、教育の質の向上や授業の改善を促し、当校の

多くの教員が授業の工夫や改善の努力により、教育的

な効果が上がっていると意識している。 

これらのことから、ＦＤが、適切な方法で実施され、

組織として教育の質の向上や授業の改善に結び付いて

いると思われるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

◎ 実施されたファカルティ・ディベロップメントが

教育の質の向上や授業の改善に結び付いた事例につ

いて、ＦＤとの関係を明示して、具体的に補足説明

願いたい。 

【回答】 

  ＦＤが教育の質の向上や授業改善に結びついた一

例として、新任教員に対するＦＤ研修がある。新任

教員に指導教員を１名割り当て、指導教員等の授業

を参観してもらい、指導した結果、平成22年度の新

任教員ＦＤ研修対象の２名の授業評価アンケートの

点数は全てのアンケート項目で向上しており、授業

の改善に役立っている。 

（追加資料９－２－①【別冊p. 97 】） 

 ・平成22年度授業評価アンケート結果より抜粋 

 

○ 当校でのティーチング・ポートフォリオ作成の活

動状況や、ＳＰＯＤ活動に関する活動状況を示す資

料があれば提示願いたい。 

【回答】 

 （訪問調査時提示資料） 

 ・本校教員のティーチング・ポートフォリオ 

 ・SPOD事業３年間の活動報告書 

＜９－２－②＞ 

教育支援者等に対して、研修等、その資質の向上を

図るための取組が適切に行われているか。 

 

当校の技術職員に対する資質向上のための研修等に

関しては、教育研究支援センターが企画・実施してお

り、事務職員に対しては、総務課・学生課が連携して

執り行っている。教育支援者等のＳＤ活動は、国立高

等専門学校機構や国立大学等が実施する研修会の他

に、四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰ

ＯＤ）による研修会や教育改善推進委員会が企画した

他高専講師によるファシリテーション入門研修等によ

り取り組んでいる。また、平成23年度はのべ121人の

職員が各種研修会に参加し、さらに教育研究支援セン

ターの技術職員のキャリア支援（教員と連携した研究

活動の推進）を目的に２人の技術職員が学術講演会に

共著者として参加している。 

これらのことから、教育支援者等に対して、その資

 

 

 

 

◎ 技術職員の研修参加実績を提示願いたい。 

【回答】 

  平成23年度は、のべ４名の技術職員が学外の研修

会等に参加している。 

（追加資料９－２－②【別冊p. 99 】） 

・平成23年度年度計画進捗状況表より抜粋 

 

◎ 研修参加者の報告会等による成果の共有のシステ

ムがあれば、補足説明願いたい。  

【回答】 

  研修等に参加した際の報告書などは、管理棟情報

公開室に保管しており、誰でも自由に閲覧できる。

また、関連する部署に回覧するなどして共有してい

る。 
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質の向上を図るための取組が適切に行われていると

思われるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

【優れた点】 

（訪問調査後、確定する。） 

 

【改善を要する点】 

（訪問調査後、確定する。） 
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書面調査による分析状況 訪問調査時の確認事項 

＜10－１－①＞ 

 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行で

きる資産を有しているか。また、債務が過大ではない

か。 

 

当校の目的に沿った教育研究活動を将来にわたって

適切かつ安定して遂行するために必要な校地、校舎、

設備等の資産を有している。 

また、固定負債は、全額が独立行政法人会計基準固

有の会計処理により負債の部に計上されているもので

あり、実質的に返済を要しないものとなっている。 

なお、長期借入金等の債務はない。 

これらのことから、教育研究活動を安定して遂行で

きる資産を有しており、債務が過大ではないと判断す

る。 

 

 

 

 

 

 

  

＜10－１－②＞ 

 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行す

るための、経常的収入が継続的に確保されているか。

 

授業料、入学料、検定料等の諸収入のほか、国立高

等専門学校機構から学校運営に必要な予算が配分され

ている。 

 また、寄附金、共同研究、受託研究、科学研究費補

助金などの外部資金についても安定した確保に努めて

いる。 

これらのことから、教育研究活動を安定して遂行す

るための、経常的収入が継続的に確保されていると判

断する。 

 

 

 

 

 

  

＜10－１－③＞ 

 学校の目的を達成するために、外部の財務資源の活

用策を策定し、実行しているか。 

 

外部資金に関しては、外部資金獲得のためシーズ集

を作成・配布し、ウェブサイトにも掲載している。ま

た学内掲示板に各種外部資金募集要項を掲載したり,

助成金一覧を作成し情報の共有を図っている。科学研
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究費補助金については、申請率の数値目標を当校の年

度計画に掲げる等して獲得に対して積極的に取り組ん

でおり、外部資金の獲得額が増加傾向にある。 

これらのことから、外部の財務資源の活用策を策定

し、実行していると判断する。 

 

＜10－２－①＞ 

 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎と

して、適切な収支に係る計画等が策定され、関係者に

明示されているか。 

 

収入・支出予算に関しては収入・支出計画を運営会

議（校長・三主事・各学科長・事務部長）で明示し決

定している。また、教員には各学科長より職員には各

課長より資料を明示し周知を図っている。併せて、教

職員全員が見ることのできるパソコン上の文書管理に

運営会議資料を載せて周知している。 

これらのことから、適切な収支に係る計画等が策定

され、関係者に明示されていると判断する。 

 

 

 

 

 

 

  

＜10－２－②＞ 

 収支の状況において、過大な支出超過となっていな

いか。  

 

 予算に基づく計画的な執行を行っており、収支の状

況において、過大な支出超過となっていないと判断す

る。 

 

 

 

 

 

  

＜10－２－③＞ 

 学校の目的を達成するため、教育研究活動（必要な

施設・設備の整備を含む）に対し、適切な資源配分が

なされているか。  

 

教育研究活動の活性化のため、各学科・課の教職員

等からの申請により予算を重点配分する学内競争的資

金（校長裁量経費）を確保し教育研究費の重点化を行

っている。 

 施設の整備に関しては、耐震、教育環境の改善等を

図るべく校舎・学生寮の改修工事等を概算要求や営繕

要求により要求している。 
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 設備の整備に関しては、最新の専門知識及び技術の

習得や実験・実習を効率的に推進する上で必要な教育

研究設備を重点的に整備するため、設備マスタープラ

ンとして設備費を要求している。 

これらのことから、教育研究活動に対し、適切な資

源配分がなされていると判断する。 

 

＜10－３－①＞ 

 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表

されているか。  

 

学校を設置する法人である国立高等専門学校機構の

財務諸表が官報において公告され、国立高等専門学校

機構のウェブサイトで公表されている。 

これらのことから、学校を設置する法人の財務諸表

等が適切な形で公表されていると判断する。 

 

 

 

 

 

  

＜10－３－②＞ 

 財務に対して、会計監査等が適正に行われているか。 

 

会計監査については、国立高等専門学校機構におい

て会計監査人による外部監査が実施されているほか、

監事監査及び国立高等専門学校機構並びに当校職員に

よる内部監査が実施されている。 

また、平成23年度については、阿南工業高等専門学

校による高等専門学校間の相互会計内部監査が実施さ

れている。 

これらのことから、財務に対して、会計監査等が適

正に行われていると判断する。 

 

 

 

 

  

【優れた点】 

（訪問調査後、確定する。） 

 

【改善を要する点】 

（訪問調査後、確定する。） 
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書面調査による分析状況 訪問調査時の確認事項 

＜11－１－①＞ 

学校の目的を達成するために、校長、各主事、委員

会等の役割が明確になっており、校長のリーダーシッ

プの下で、効果的な意思決定が行える態勢となってい

るか。 

 

当校の教育目的を達成するために、国立高等専門学

校機構の組織に関する規則、当校の学則及び内部組織

規則に基づき、教務・学生・寮務の各主事及び委員会

等が整備されている。また、教務主事及び専攻科長を

副校長、学生主事及び寮務主事を校長補佐とし、校長

のリーダーシップが発揮しやすいようにしている。各

主事の下には数名の主事補佐を置き、より機動性のあ

る組織としている。さらに、校長の命により、入試制

度担当の校長補佐を配置している。 

 準学士課程においては各学科に学科長を、専攻科課

程においても専攻科長及び各専攻に専攻主任を置いて

いる。 

 従来教務主事が併任していた専攻科長の職は、職務

の重要性から平成24年度より、教務主事とは分離し、

専攻科長の下に副専攻科長を置いている。 

 このほか、地域連携センター、情報処理センター、

教育研究支援センター、図書館、リスク管理室、教育

改善推進室、学生相談室、環境マネジメント室、進路

支援室、国際交流室などの学内組織にもそれぞれセン

ター長、副センター長、館長、副館長、室長、副室長

等を置き、意思決定が円滑に行えるよう配慮している。

 運営会議は、当校の管理運営上の重要事項を決定す

る機関として、校長、三主事、専攻科長、各学科長（５

人）及び事務部長で構成し、原則として月１回開催さ

れている。 

 また、校務を円滑に運営するため、教員会が設けら

れており、年に数回開催されている。 

 さらに、各委員会については運営会議の下、管理運

営、教育研究、学生生活指導、地域連携等に重点を置

いた委員会を設置している。 

これらのことから、学校の目的を達成するために、

校長、各主事、委員会等の役割が明確になっており、
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校長のリーダーシップの下で、効果的な意思決定が行

える態勢となっていると判断する。 

 

＜11－１－②＞ 

管理運営の諸規程が整備され、各種委員会及び事務

組織が適切に役割を分担し、効果的に活動しているか。

また、危機管理に係る体制が整備されているか。 

 

管理運営の諸規程は、内部組織規則に基づき、各種

委員会等規則が制定されている。各種委員会について

は、その頂点に校長が主宰する運営会議を置き、そこ

での審議を経て最終意思決定を行うよう配慮してい

る。教育に関わる委員会としては、入試委員会、進路

指導委員会、教務委員会、学生生活委員会、寮務委員

会、教育改善推進委員会を設置し、研究・地域連携に

関わる委員会としては、産学連携センター委員会、当

校の将来構想等を検討するための委員会としては、リ

エゾン・企画委員会、その他管理運営等のため、情報

セキュリティ委員会、情報処理センター委員会、情報

公開委員会、人権・倫理委員会、自己点検・評価委員

会、安全衛生委員会、人事委員会、教員選考委員会、

知的財産委員会、レクリエーション委員会を置き、役

割が明確化され当校の運営を担っている。 

 事務組織についても２課で構成する事務部を置き、

各課がそれぞれの委員会の幹事となり、管理運営の支

援を行っている。また、平成21年度から、技術支援業

務に関する人的・物的支援を有効に活用し、各種技術

支援活動を推進するために、教育研究センターが設立

され、技術職員の集約化が図られている。 

 危機管理については、リスク管理規則に基づき、全

学的な危機管理体制整備のため、校長、副校長（教務

主事、専攻科長）、学生主事、寮務主事、事務部長、総

務課長、学生課長からなるリスク管理室を設置してい

る。同室において、危機管理基本マニュアルを作成し、

学生、教職員、その他当校関係者に被害が及ぶ恐れが

ある様々な危機を未然に防止し、また、発生した場合

に被害を最小限にくい止めるような活動を行ってい

る。 

また、当校における学校運営上の課題、問題点を早

期に把握し、その改善に資することを目的として、教
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職員及び学生、保護者からの意見、要望、指摘等を直

接受け付けることのできる体制を整備し、「高知高専

意見箱」を開設し、収集した意見に対する回答を学内

ウェブサイトに掲載している。 

 これらのことから、管理運営の諸規程が整備され、

各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し、効果

的に活動しており、また、危機管理に係る体制が整備

されていると判断する。 

 

＜11－２－①＞ 

自己点検・評価が学校として策定した基準に基づい

て高等専門学校の活動の総合的な状況に対して行わ

れ、かつ、その結果が公表されているか。 

 

当校においては、平成22年９月16日に策定した「第

２期中期計画・年度計画ＰＤＣＡサイクル」により、

「Plan：計画」、「Do：実施及び運用」、「Check：点検・

検証」、「Action：改善・見直し」などに関して、運営

会議、関係委員会、自己点検評価委員会、リエゾン・

企画委員会により毎年度業務の改善・見直しを実施し

ている。国立高等専門学校機構の中期計画・年度計画

に沿った項目を基本として、毎年度４月には当年度の

年度計画を、３月には前年度の年度計画の実施結果を

作成し機構本部に報告している。 

 また、自己点検・評価については、５年度ごとに自

己点検・評価報告書を作成することとなっており、直

近では平成19年度に、平成14年度から平成18年度ま

での５年間の自己点検・評価を行い、報告書を作成し

ウェブサイトで公表している。 

これらのことから、自己点検・評価が学校として策

定した基準に基づいて高等専門学校の活動の総合的な

状況に対して行われ、かつ、その結果が公表されてい

ると判断する。 

 

 

 

 

 

 

  

＜11－２－②＞ 

自己点検・評価の結果について、外部有識者等によ

る検証が実施されているか。 

 

参与会は、外部アドバイザーシステムであり、毎年

度１回開催している。参与は、当校の教職員以外の者
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で、当校の基本理念に理解があり、高等専門学校の教

育に関し、広く、かつ、高い識見を有する者のうちか

ら、校長が委嘱している。参与は、当校の運営に関し、

校長の求めに応じて意見を述べるものとしており、当

校の教育目的の達成状況を検証し、改善を図るための

意見を求めている。参与会は、平成 23 年度で第 14 回

を数え、毎回、報告書を作成し、平成18年度より当校

のウェブサイトで公開されている。 

これらのことから、自己点検・評価の結果について、

外部有識者等による検証が実施されていると判断す

る。 

 

＜11－２－③＞ 

評価結果がフィードバックされ、高等専門学校の目

的の達成のための改善に結び付けられるようなシステ

ムが整備され、有効に運営されているか。 

 

当校においては、平成22年９月16日に策定した「第

２期中期計画・年度計画ＰＤＣＡサイクル」により、

「Plan：計画」、「Do：実施及び運用」、「Check：点検・

検証」、「Action：改善・見直し」などに関して、運営

会議、関係委員会、自己点検評価委員会、リエゾン・

企画委員会により毎年度業務の改善・見直しを実施す

る仕組みが構築されている。リエゾン・企画委員会及

び自己点検評価委員会の審議事項は、それぞれの規則

に明記されている。 

 実務的な流れとしては、「中期計画・年度計画ＰＤＣ

Ａサイクルに係る年間スケジュール」により実施され

ている。年度当初に作成した年度計画表に、関係委員

会等が事項ごとに進捗状況や実施予定を追記してい

き、関係委員会等で４段階（ＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃ）自己

評価点による評価を行い、さらに自己点検評価委員会

でそれらについて評価を行っている。これら一連の運

用管理を、年度計画表により行うことで、情報共有が

図られ、進捗管理がスムースに行われている。さらに、

次年度にも継続されていくことにより、ＰＤＣＡサイ

クルが効率的かつ継続的に行われている。 

これらのことから、評価結果がフィードバックされ、

高等専門学校の目的の達成のための改善に結び付けら

れるようなシステムが整備され、有効に運営されてい

 

 

 

 

 

◎ 評価結果がフィードバックされ、改善に結びつけ

た事例があれば、資料をもとに具体的に補足説明願

いたい。  

【回答】 

追加資料をもとに訪問調査時に説明いたします。

(追加資料11－２－③【別冊p． 100 】) 

・高知高専 将来構想(中期計画)・平成23年度年度

計画進捗状況表 抜粋 

（訪問調査時提示資料） 

 ・高知高専 将来構想(中期計画)・平成23年度年

度計画進捗状況表 
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ると思われるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

＜11－３－①＞ 

外部有識者等の意見や第三者評価の結果が適切な形

で管理運営に反映されているか。 

 

当校では、外部有識者を構成員とする総合的な点検･

評価組織として、平成９年度から参与会を設け、毎年

度開催している。参与会では、参与のそれぞれの社会

的立場（大学教育、工学教育、企業の立場、地域教育

等）からの意見やアドバイスを、直接、当校の教育・

管理運営等の改善策に反映させている。平成21年度に

開催された参与会での、「技術科学大学は高専のため

にある大学なので高専から積極的に利用・連携してい

ただきたい。また、各高専間の連携やＯＢの方々との

連携というのも次の中期計画の中で、是非積極的に進

めていただきたい。」との意見を受け、「北陸先端科学

技術大学院大学と推薦入学に関する協定」を平成23年

11月18日に締結している。また、参与会は当校の全教

職員に公開されている。 

 日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）による継続

審査を受審しており、当校の教育・管理運営等の改善

策に反映させている。 

 また、平成17年度に実施された大学評価・学位授与

機構の高等専門学校機関別認証評価の認証評価結果と

して、当該高等専門学校の主な改善を要する点として

挙げられた、「教員の採用について、採用基準等が明文

化されていない」ことについて、「高知工業高等専門学

校教員選考基準（制定 平成21 年 10 月 15 日）」及び

「高知工業高等専門学校非常勤講師雇用基準（制定

平成18年２月16日）」を制定し改善を図っている。ま

た、改善を要する点として挙げられた、「再試験の規定

については、学生便覧等の学生へ配付されている印刷

物には記載されておらず、学生への周知が必ずしも十

分ではない」ことについては、学生便覧に再試験に関

する記述をし、配付することによって周知を図り、「準

学士課程及び専攻科課程の学習・教育目標について、

学生による自己の学習達成度の評価が直接的には行わ

れていない」ことについては、平成23年度末に準学士

課程５年次生及び専攻科課程２年次生の学生本人によ

 

 

 

 

◎ 平成17年度に実施した高等専門学校機関別認証評

価の結果を管理運営に反映させた例が、主な改善を

要する点及び改善を要する点に係るもの以外にあれ

ば、補足説明願いたい。 

【回答】 

学生や保護者の利便性を考え、総合科学科棟 1 階

に学生課を移転した。それに並行して図書館 1 階に

地域連携センター(情報コーナー)を設け、学生の自

学自習のコーナーとして活用している。また、地域

連携センター(共同研究スペース)を設け、学内の最

先端技術に関連する研究活動の活性化に役立ってい

る。 

 

◎ 日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）による審

査の結果を受けて改善に結びつけた事例があれば、

補足説明願いたい。  

【回答】 

追加資料をもとに訪問調査時に説明いたします。 

(追加資料11－３－①【別冊p. 104 】) 

 ・ＪＡＢＥＥ一次審査報告書 抜粋 
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る学習達成度評価を実施し、それぞれ改善を図ってい

る。 

 そのほか、学生や保護者、地域の企業からの直接的

な意見も積極的に取り入れ、点検・改善に生かしてい

る。学生は授業評価アンケート、保護者は保護者会・

後援会、また、企業、卒業生からの要望はそれぞれ対

象のアンケート調査を行い、その調査結果を取りまと

め、各種委員会にフィードバックし、点検・改善を行

っている。 

これらのことから、外部有識者等の意見や第三者評

価の結果が適切な形で管理運営に反映されていると思

われるが、訪問調査後に最終的に判断する。 

 

＜11－３－②＞ 

学校の目的を達成するために、外部の教育資源を積

極的に活用しているか。 

 

当校では、学校の目的を達成するために、外部の教

育機関や企業等と様々な協定を締結している。 

Sydney Institute of Technologyとの学術協定では、

隔年で協定校への海外語学研修を実施している。高知

大学との単位互換協定では、当校の学生が大学の授業

を受講している。高知県工業会との産学共同教育・研

究に関する協定では、専攻科生の長期インターンシッ

プを実現し、産学共同教育を実施している。 

また、現職や定年退職した高等専門学校の卒業生の

技術や実体験を役立てる取組の一環として、先輩によ

る講演会等を実施している。 

上記以外にも、国立高等専門学校機構の実施する海

外インターンシップのへの学生の派遣、ＴＯＥＩＣ等

の外部試験の受験促進などの取組も行っている。 

これらのことから、学校の目的を達成するために、

外部の教育資源を積極的に活用していると判断する。 

 

 

 

 

 

  

＜11－４－①＞ 

高等専門学校における教育研究活動等の状況や、そ

の活動の成果に関する情報を広くわかりやすく社会に

発信しているか。 

 

当校における教育研究活動等の状況関す情報発信手
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段は、ウェブサイトのほか刊行物等として学校要覧、

高知高専パンフレット、Enjoy高専、専攻科パンフレッ

ト、高知高専だよりなどがあり、高専だよりは年２回、

それ以外については年１回発行されている。 

 また、受験生に対して当校の教育内容及び学科等の

概要を紹介するために、新聞折り込みチラシを近隣地

域（高知市、南国市、香南市、香美市）に配布したり、

地元の新聞の第一面へ広告を掲載するなどしている。 

これらのことから、教育研究活動等の状況や、その

活動の成果に関する情報を広くわかりやすく社会に発

信していると判断する。 

 

【優れた点】 

（訪問調査後、確定する。） 

 

【改善を要する点】 

（訪問調査後、確定する。） 

 

 

  

 


